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予 言者 に従 う14の 原 則

十二使徒定員会会長

エズラ ・タフ ト ・ベンソン

愛 する兄弟姉妹の皆 さん・ こうして皆さ
んの前に立つこ とは，実に名誉なこと

です。皆 さん方学生 は，主 より選ばれた若

き世代，すなわち主の再臨 を目の当たりに

するか もしれない世代です。

教会は現在，数において発展 しているだ

けでなく，忠実 さにおいても進歩成長 して

い ます。 さらに大切 なこ とは，教会の若い

世代が一団 となって， これ までの世代の人

人をはるかにしの ぐ忠実さを示 しているこ

とです。神は第11時 の時，すなわち 「主の

大いなるおそるべき日」(教 義 と聖約110：

16)の なめに皆 さんを天にとどめておかれ

たのです。皆 さんには，神の王国 を勝利へ

と導 く責任だけでな く， 自分の身 と霊 とを

救い，家族 を救 うために努力 し，霊感によ

り打 ち立て られた合衆国憲法を遵守する と

い う責任が課せ られています。

皆 さんの前途には厳 しい試練が横 たわっ

ています。皆 さんが それを乗 り越えるこ と

ができるように，私はひ とつ の大切 な鍵 を

様々な面か ら取 り上げて紹介 したいと思 い

ます。 もし皆 さんがこの鍵 を大切に扱 うな

らば，神の栄光 を授か り，サ タンの猛威に

も屈せずに勝利を得ることで しょう。

私 たちが敬愛す る予言者は， まもなく85

歳 の誕生 日を迎えようとしておられます。

教会の讃 美歌には，「感謝 を神に捧げん 予

言者 の導 き」`(讃美歌170番)と 歌われてい

ます。大切 な鍵 は，予言者に従 うというこ

とです。それではこれか ら，予言者すなわ

ち末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の大管長

に従 う上で基本 となる14の 原則につ いてお

話 しましょう。

ぐ

1.予 言者はすべての事柄につ いて主 と語

れる唯一の人である。

教義 と聖約の第132章7節 の中で，主は

予言者，すなわち大管長について次のよう

に述べてお られます。

「この権能 とこの神権 の鍵 とを授与さる

る者はこの世に於て一代唯一人のほかにあ
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ることなし。」

さらに第21章4-6節 で次のように宣言

しておられます。

「この故に汝ら教会員は，彼が上よ り受

くるままに汝 らに与 うる誠命 と彼の言とを

皆心に とめて よく聞き，わが前に全 く聖 き

道を履むべ きな り♂

そは彼の言は，汝ら全 き忍耐 と信仰とを

以て，あたか もわがロより聞 くが如 くに こ

れ を受け入るべ きなればな り。

これらのことを為さば，地獄の門 も汝 ら

に打勝たざるべ し。」

2.生 け る予言者は，私たちに とって標準

聖典よりも重要である。

ウイルフォー ド・ウッ ドラフ大管長は，

予言者ジョセブ ・ス.ミスの時代に起こった

ひとつの興味深い出来事 を紹介 しています。

「カー トラン ドの町で私が若い頃に出席

したある集会につ いてお話 しよう。その集

会では，今 日この場で行 なわれたように，

生ける予言者 と記録 された神のみ言葉に関

す る説教が行 なわれた。 ひとりの指導者が

立ち上が り， きょうの話ほ ど広範囲に渡 る

ものではなかったが，その主題について話

をし，同 じ原則を提示 した。彼は次のよう

に語った。 『皆 さん の前には，聖書やモル

モン経，教義 と聖約に記された神のみ言葉

があります。皆 さんは神のみ言葉を手に し

ているのです。これらの書物に記 されてい

ることは神のみ言葉ですか ら，啓示 を与え

る人は，これ らの書物に従 った啓示を与え

なければな りません。』

その人の話が終わると， ジョセブ兄弟は

ブ リガム ・ヤ ング兄弟の方を見て，こう言

った。『ブリガム兄弟，説教壇に立 って，生

ける予言者 と聖典に記 された神のみ言葉に
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ジ ョセ ブ ・ス ミス ブ リガム.・ヤ ング

ついてあなたの意見を聞かせ て下 さい。』ブ

リガム兄弟は立ち上がると聖典 を手 に取 り，

それか ら下に置いた。次にモルモン経を手

に取 り，それ も下に置いた。 さらに教義 と

聖約を手に取 ると，それ も自分の前に置 き，

こう言った。『これ らの書物は私たちに与え

られた神のみ言葉です。創世の始めからほ

ぼ今 日に至るまでの神のみ業が記 されてい

ます。しか し，生ける予言者 とこれ らの書

物 を比較するのは，私に とって全 く意味の

ないことです。これ らの聖典は，今 日この

時代において予言者や聖なる神権 を有す る

人が語 る言葉のよ うに，直接私たちに神の

・み言葉 を伝えては くれないの です。』これが

話のあらましだった。話が終 わると，ジョ

セ ブ兄弟が会衆に向かって言った。『ブ リガ

ム兄弟は皆さんに主のみ言葉 を告げ ました。

真理を語ったのです。』」(Co卿 ㎎η66R6ρoガ

「大会報告」1897年10月 号
，pp.18-19)

3.私 た ちに とって生ける予言者は，過去

の予言者よ りも大切である。

ア ダムに与 えられた神の啓示は， ノアに

箱舟の造 り方を指示す るものではあ りませ

ん。 ノアは 自分 自身の啓示 を必要 としたの

です。 したがって最 も大切な予言者は，皆

さんや私 について言えば，現代の生ける予

言者，すなわち主が私たちに関するみここ

ろを現在あらわ してお られる予言者です。

そ して私たちにとって最 も大切な読み物は，



ジ ョ ン ・テ イ ラ ー ウ イル フ オ ー ド ・

ウ ッ ドラ フ

毎月 「聖徒の道」に掲載 される生け る予言

者の言葉です。また6カ 月ごとに私たちに

為すべ きことを教えてくれるのは，「聖徒の

道」大会特集号 の大会説教です。

現代の予 言者に対抗 して過去の予言者の

肩 を持 とうとする人には注意 して下 さい。

常に生け る予言者が優先 します。

4.予 言者は教 会貝 を背教へ と導 くごとは

ない。

ウイルフォー ド・ウ ッドラフ大管長は次

のように述べています。

「イスラエルの民に申し上げる。主は.私

や大管長である他の人々か教会 を背教へ陥

れるのをお許 しにならない。それは主のプ

ログラムではない し，神のみこころではな

い。」(丁勉Dお60%鴬6s(ゾ"ケb猶4Wbo4"

「ウ イルフォー ド
.・ウッドラフ説教集」

pp.212-13)

マ リオン ・G・ ロムニー副管長は，自分

自身の経験 を次のように語っています。

「私が何 年 も昔 に監督 を務 め ていた時

の経験 を紹介 しよう。 私は ヒーバー ・J・

グラン ト大管長 をワー ド部に招いて話をし

て もらった。集会が終わると，車で彼の家

まで送って行 った。…… グラン ト大管長 は

私のそばに立ち，私の肩に腕をまわ してこ

う言った。『マリオン，教会の大管長 にいつ

も目を向けていなさい。 そして大管長が何

かす るように言ったら， それが間違 いであ

って も，実行 しなさい。そ うすれば，主か

ら祝福 を受 けるでしょう。』 グラン ト大管長

は瞳をきらりと光 らせ て，言葉を続けた。

『で も，心配す る必要はあ りません。主の

代弁者が主の民 を背教へ 陥れるようなこと

を，主は決 してお許 しにな らないのですか

ら。』」(Co漉 解η6θRのoガ 「大会報告」1960

年10月 ，p.78)

5.予 言 者はいかなる主題について語 る時

も， またいかなる行動 を起こす時 も，特

別にこの世的な訓練や教育 を受ける必要

はない。

ある事柄について神か ら予言者に与えら

れた天の知識よりも，この世の知識の方が

優れていると感 じる人が時々います。その

ような人は，予言者がこの世の学問 と矛盾

する話をする と，心の中で，予言者 も自分

たちのようにこの世的な訓練や教育 を受け

る必要がある と思いながら， その話 を受け

入れ ます。ジ ョセブ ・ス ミスには， どれほ

どの学問があったでしょうか。に もかかわ

らず，彼は森羅万象にわたる啓示を伝えた

のです。 これまでいかなる分野であれ，博

士号 を取得 した予言者はいませんでした。

私 たちは多 くの分野 でこの世の知識 を修め

るように勧め られていますが， これだけは

忘れ ないで下さい。 もしこの世の知識と予

言者の言葉が対立するようなことがあった

ら，予言者に従 うことです。そうすれば祝

福を受け，皆さんが正 しいこ とは，時が証
　

明 して くれ る で し ょ う.。

6.=予 言者は私 たちに聖文 を与 える時に，

必ず しも 「主か くの ごとく言う」 と宣言

す る必要はない。

この ことにつ いて論争す る人を時々見か
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けます。彼 らの話 によれば，予言者は勧告

を与えるが， それが戒め であると宣言され

ない限 り，守 る義務はないというのです。

しかし，主は予言者 ジョセブ ・ス ミスにつ

いて次のように述べてお られ ます。「彼が上

より受 くるままに汝 らに与 うる誠 命と彼の

言とを皆心に とめそよく聞……(く)べ きな

り。」(教 義 と聖約21：4)

また，予言者か らの勧告を受け入れるこ

とについて，教i義 と聖約108：1の 中で次

のように述べ てお られ ます。

「主誠にか くの如 く汝に告 ぐ
。わが僕ラ

イマンよ，汝の罪赦された り。そは汝わが声

に従 い，今朝この地 まで来 りてわが命 じた

る人よ りその助言 を聞かんとすればな り。」

ブ リガム ・ヤ ングは，「私 は いまだか つ

て聖典 と呼ばれないような教えを説いたこ

とも， 人の子 らに宣べ伝 えた こともない」

(力πγηα1(ゾD乞s60πz3θε「説教集」13：95)

と語 っています。

7.予 言者は必ず しも私 たちが知 りたいこ

とを告げるのではな く，知 る必要のある

ことを告げる。

「汝はわれわれの聞 くに堪 えないほ ど残

酷なことを言った」 と不平 をもらす兄たち

に，ニーファイは この ように述べています。

「罪のある者は真理が胸の底 まで刺 しつ ら

ぬ くために真理 を残酷だと思うのである。」

(1ニ ーファイ16;1，2)

ハ ロル ド・B・ リー大管長は次のように

語っています。

「教会幹部からのメッセージを快 く思え

ないこともあ るか もしれない。あなたの政

治上の見解や社会観と相容れない もの もあ

るだろう。また，あなたの社会生活 を多少な

りとも犠牲に しなければならない ようなメ
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ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス

ッセー ジか もしれない。……私たちの安 全

は，主が主の教会 を管理す るよケ召された

人に従 うか どうかにかかっている。……私

たちは大管長に目を向け…… ようではない

か。」(「大会報告1970-72」pp.148-49)

しか し，実際に世の人々を動揺 させ るの

は，生ける予言者です。キンボール大管長

は次のように述べています。「この教会にお

いてさえ，過去の予言者の碑 を飾 り，心の

中で生ける予言者に石 を投げつけている者

が 多くいる。」(Zη舘7z66如γ「インス トラクタ

ー」95：257)

なぜ で しょうか。その理由は，生け る予

言者が私 たちが今知 る必要のあることを伝

えるか らです。そ して，世の人々は過去の

予 言者や 自分たちの問題に心 を砕いて くれ

る予言者 を好むか らです。政治学の権威者

と呼ばれる人は，政治 を安定 させ て くれる

予 言者 を求め，進化論の権威者 と呼ばれる

人は，進化論 を支持 して くれる予言者 を待

ち望み ます。この ような例はい くらで も挙

げることがで きます。

現代の予言者の言葉が，私 たちにとって

知 る必要 はあるが進んで聞きたいとは思え

ない場合，その言葉に対 して どの ように反

応す るかによって，私たちの忠実 さが試さ

れ ます。

マ リオン ・G・ ロムニー副管長は次のよ

うに述べ てい ます。

「すでにこの世 を去った予言者を信 じる



ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト ジ ョージ ・アルバ ー ト・ス ミス

のはや さしいこ とであ り，現代の生 きた予

言者を信 じるこ とは偉大なことであ る。例

をとって話そ う。

グラン ト大管 長が生 きて お られ た頃の

ある 日，総大会が終わって，私は事務所に

いた。その時ある年配の人が私 をたずねて

きた。彼はその大会で私 を含めた幹部の話

にひど くが っか りしていた。彼は外国か ら

来た とい うことだけにとどめてお こう。彼

の話 を聞いた後，私は こう言った。『あなた

はなぜアメリカへ来たのですか。』

『神 の予言者か ら来るように言われたか ら

です。』

『その予言者はどなたですか
。』私は続いて

言った。

『ウイルフォー ド・ウッ ドラフです
。』

『ウイルフォー ド・ウ.ッドラフは神の予言

者だった と信 じていますか。』

『はい
。』

『あなたは彼の後継者ロレンゾ ・スノー大

管長が神の予言者だ ったことを信 じていま

すか。』

『はい
，信 じています。』

『ジョセブ ・F・ ス ミス大管長が神の予言

者だ ったことを信 じていますか。』

『はい。』

そして大切な質問をした。『あなたはヒー

バー ・J・ グラン トが神の予言者であるこ

とを信 じていますか。』

彼はこう答えた。『彼は老人に対して援助

を与えるというようなことを口にしない方

がいいと思います。』

彼は背教への道を歩んでいると申し上げ

る。彼は永遠の生命への機会 を取 り上げら

れ ようとしている。現代の神の予言者に従

っことのできない人はすべ てそ うである。」

(Co吻 ㎎ηoθ1～ゆoγ'「大会報告」1953年4

月，p.125)

8.予 言者 は人の理論に制約 されない。

皆 さんは神の啓示 と人の理論の どちらか

を，すなわち予 言者 と教授の どちらかを選

択 しなければな らない状況に置かれる時が

あるでしょう。予言者ジョセブ ・ス ミスは

次のように述べ てい ます。

「神が要求 されることは
，いかなるもの

であって も正 しい。そして中には， なぜ正

しいかがず っと後にならなければわか らな

い もの もある。」(7初o劾 η83(ゲ 漉θP70助 認

ノ∂S6助S〃 魏h「 予言者 ジョセブ ・ス ミスの

教え」p.256)

盲 人 を治すために地につば きをし，その

っば きでどうを作 り，そのどうを盲 人の目

に塗 って，濁った池で洗いなさいと告げた

ら，眼科医はそれが道理に適っていると思

っでしょっか。 しか し，これはまさにイエ

スがひ とりの盲 人に対 して取 られた方法で

あ り，その結果盲人は癒 されました。(ヨ ハ

ネ9：6-7参 照)ま たらい病 を治すため

に，ある川へ行 って7た び身を洗いなさい

と患者に告げたら，理に適 っていると思え

るでしょうか。 しか し，これは まさに予言

者エ リシャが らい病 を患っている人に告げ

た言葉 であ り，その人は癒 されたのです。

(列 王下5参 照)

「わが思いは
，あ なたがたの思いとは異

な り， わが道はあなたがたの道 とは異なっ
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て い る と主 は 言 わ れ る 。」(イ ザ ヤ558，

9)

9.予 言者は物心両面にわた りいかなる物

事について も啓示 を受け ることがで きる。

ブ リガム ・ヤ ングは次の ように述べてい
，

る。

「カー トラン ドの指導者の中には， この

世的な事柄に口をはさんで，予言者ジョセ

ブに強 く反対す る者がいた。……

末 日聖徒の一般大会で私はこの ように尋

ねた。『イスラエルの長老の皆 さん，……神

の王国において霊的な事柄 と物質的な事柄

との間に，私に も理解で きるよ うな境 界線

を引ける人が，皆 さんの中にいるだろうか。』

だれひ とりとして，できる者はいなかった。

この地上に住むいか なる人であって も，

予言者か ら物質的 または霊的な事柄につ い

て指示を受 ける際に，神の予言者 の歩むべ

き道を指摘 した り，予 言者の義務や立ち入

るべ き範囲 を提示 した りするならば，私は

その人に真向か ら反対す る。物質的お よび

霊的な事柄は互いに結 び付いて不可分であ

り，これは永遠に続 くであろう。」(ノoπ吻認

(ゾDガs60雄sお 「説教集」10：363-64)

10.予 言者は一般社会の問題について勧告

を与えるこ とができる。

義 しい人々は，政治の面で 自分たちを導

いて くれる最高の人を求めています。モル

モン経の中のアルマは，教会 と政府の頭で

した。 ジョセブ ・ス ミスはノー ヴーの市長

であ り，ブ リガム ・ヤ ングはユ タの知事 で

した。 イザヤは政治に深 くかかわって，政

治上の問題に勧告を与 えていました。 イザ

ヤの言葉について，主御自身が次のように

6

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ ジ ョセ ブ ・
フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス

述 べ てお られ ます 。 「イ ザ ヤ の 言 葉 は ， ま こ

と に 偉 大 な る価 値 あ り。」(mニ ー フ ァ イ23

：1)

11.宇 言者 に従 う上で最大の障害 を持つ入

とは，教養 を誇 る人 と富を誇る人である。

教養 を誇 る人は，予言者が 自分 と同 じ意

見を述べた時にだけ霊感 を受けている と見

なし， それ以外の時は人間 として個人的な

見解を述べ ているにすぎないと考 えるでし

ょう。 また富 を誇 る人は， 身分の低い予言

者の勧告など受け入れる必要はないと感 じ

るか もしれません。

モルモ ン経には次のように記 されていま

す。「おお悪魔の狡猜 な謀 ごとよ。おお人間

の虚栄 と意志の弱さと愚か さよ。人間は学

問があると自分は賢い と思って神の訓戒に

耳をかさず， 自分独 りで解ると思って神の

訓戒 をうち捨て るか ら，その知恵は愚かで

あって何の益に もならず，かれ らはついに

亡 びるのである。

しか し，人間が もしも神の訓戒に従 うな

らば，学問のあるの も善 いこ とであ る。……

そして，門を叩 く者には誰にで もこれを

開きた もうのであるが， 自分の学問がある

からとて誇 る学者， 自分の知 恵があるから

とて誇る智者， 自分の宝があるとて誇 る富

者， これらはみ な主なる神がいや しみた も

う者たちであるか ら， もしも彼らがその誇

る所をうち捨て，神の前に自分 らを愚な者



ハ ロル ド ・B・ リー スペ ンサ ー ・W・ キ ンポ ール

だ と思 っ て低 くへ り くだ る の で な け れ ば ，

神 は か れ ら に 門 を お 開 け に な ら な い 。」

(IIニ ー フ ァ イ9：28，29，42)

12.予 言者は俗世間の人々か ら必ず しも好

評 を博す ることはない。

予言者が真理 を明らかにす ると，人々は

ふたつに分かれます。心の正直な人はその

言葉 に耳を傾け，邪悪な人は予言者を無視

す るか，予言者に戦いを挑んで きます。予

言者が世 の中の罪悪を指摘す ると，世の 入

人は自分の罪 を悔い改め るよ りも，予言者

の口を塞 ぐか， あるいは予言者など存在 し

ないかの ように振 る舞お うとします。人気

は決 して真理の 目安にはならないのです。

多くの予言者が殺 され，追放 されてきまし

た。主の再臨が近づ くにつれ て世の人々は

ます ます邪悪にな り，予言者 は彼 らか ら受

け入れ られな くなるで しょう。

13.予 言者 とその補佐は，教会における最

高の定 員会である大管長会を構成する。

主は教義 と聖約 の中で大管長会について

「教会に於ける最高の評議会」(107：80)

と言及 し，「われを受け入るる者は，わが遣

わ したる者すなわち……大管長会 を受け入

るるな り」(112：20)と 述べ てお られ ます。

14.生 け る予 言者 と大管長会に従 う人は祝

福 を受け， 拒む人は苦難 を受け る。

ハ ロル ド・B・ リー大管長は，教会歴史

から次のような出来事について語ってい ま

す。「これは教 会初期の時代に，特にオハイ

オ州 カー トラン ドで起こった出来事である

と思 う。 そこでは教会は管理評議会に名を

連らねる数人の指導者たちが，秘密の会合

を開いて，予言者ジョセブを指導者の地位

か ら追放する とい う陰謀 を企てようとして

いた。 ところが彼 らは，ブ リガム ・ヤング

をその会に招待す るとい う失策 を犯 した。

ブ リガム ・ヤングは会合の目的 を聞 くと，

そこにいた人々を叱責 し，その中で次の よ

うに言った。『あなた方には神の予言者の使

命を打 ち砕 くことはできない。で きるのは，

神の予言者 とあなた方 とを結ぶ糸を断ち切

って， 自らを地獄に沈めることだ。』」(Coη・

彦露6η66Rθρ07'「大 会報告 」1963年4月 ，

P.81)

教 会 の総大会において，N・ エル ドン ・

タナー副管長は次のように述べています。

「予言者は金曜 日の朝
，私たちの責任が

何であるかを，はっきり話されました。……

その後，ある人が私にこう言いました。『私

たちの州には， 自分が正 しいと思 う限り予

言者の言 うこ とに全面的に従 うが， 自分が

正 しい と思わないことであった り，訴 える

力を感 じなかった りすると従わない人がい

ます。こうなるとこの人々は， 自分が予言

者になっているのです。主が何を求め，何

を求めてお られないか を自分 で決めている

のです。』 、

私たちが どの誓約 を守 り， どの戒めに従

お うか と選び始めると， それは本当に危険

な兆候です。守 らな くて もよいもの もある

と考 える時，私たちは主の律法 を引きず り

お.うし， 自分が 自分の予言者になっている

のです。神の予言者に従わない時，私たち
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は自分で偽 り9の予言者になっているのです

から，私たちは誤 りに陥ってい くに違いあ

りません。 これは確かなことです。私たち

は決 して，守る戒め と，守 らない戒め を区

別 してはな りません。」(「大会報告」1966年

10月 ，p.98)

予 言者ジョセブ ・気 ミスは，「大管長会に

目を向けて，指 示 を仰 ぎなさい」(7初6雇 ㎎ε

げ 漉θP"ρ 舵'知s6助s祝 露乃.「予 言者 ジヨ

セブ ・ス ミスの教 えμ，p.161)と 勧 告 して

います。しかし，アーモン ・バ ビッ トはそ

れに従いませんで した。主は教義 と聖約の

第124章84節 で次の ように述べておられま

す。

「而してわが僕アーモン ・バ ビットに就

きては， わが喜ばざる多 くのこと、あ り。 見

よ，彼はわが命 じたる助言すなわちわが教

会の大管長会の命 じたる助言を用いず して，

己が助言を是認 させんこ とを熱望す。」

最後に， これまでお話 してきた 「予言者

に従 う14の 原則」，つまり私たちの救 いがか

かっている大切 な鍵 をまとめてみ ましょう。

1.予 言者はすべての事柄について主 と

語れる唯一の人である。

2.生 ける予言者は，私たちに とって標

準聖典 よりも重要である。

3.生 ける予言者は，私たちに とって過

去の予言者 よりも重要である。

4.予 言者は教会員を背教へ と導 くこと

はない。

5.予 言者はいか なる主題について語る

時も， またいか なる行動を起 こす時 も，

特別にこの世的 な訓練や教育 を受ける

必要はない。

6.予 言者は私 たちに聖文 を与 える時に，.

必 ずしも 「主か くの ごとく言う」 と宣
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言す る必要はない。

7.予 言者 は必ずしも私たちが知 りたい

と思 うこ ζを告げるのではない。知 る

必要のあ.る.ことを告げるのである。.

8.予 言 者は 人.の理論 に制約 されない1

9.予 言 者は物心両面 にわたりいかなる

物事について も啓示 を受けるこ とが.で

きる。

10.予 言 者は一般社会の問題につ いて勧

告 を与えることができる。

11.予 言 者に従 う上で最大の障害 を持つ

人とは，教 養 を誇 る人と富 を誇 る人で

ある。

12.予 言 者は俗世 間の人々か ら必ず しも

好評を博することはない。

13.予 言者 とその補佐は，教会における

最高の定員会である大管長会 を構成す

る。

14.生 け る予 言者 と大管長会に従 う人は

祝福を受け，拒む人は苦難を受け る。

以上の14原 則が真実であることを証 しま

す。主をどの程度支持 しているか知 りたい

と思 ったら，次の ように 自問 してみましょ

う。 この世におけ る主の指揮者 をどの程度

支持 しているだろうか，主が油注がれた生

ける予言者，教会の大管長の言葉や，大管

長会の定 員会 とどの程度調和 した生活 をし

ているだろっか。

神の祝福がすべての人に注がれて，迫 り

来る危険 と苦難に満ちた時代の中で予言者

と大管長会に 目を向けることができるよう

に，心か ら祈っています。

(1980年2月26日 ，

お け る説 教)

ブ りガム ・ヤ ング大学 に



お父 さん帰 って きて

デ ィ ー ン ・P・ ス ミス

あ る土曜 日の午後の ことです・父 と兄が

材木を集めに農場 を出て行 きました。

父は，妹のエレイン と僕に帰ってくるまで

農場の番をしているように言い，幾つか仕

事 を言いつけて出かけて行 きました。

僕が言いつか った仕事は， まず下の牧場

へ行って乳牛を集め納屋に入れるこ とで し

た。父が帰 ってきたらす ぐ，乳が しぼれる

ようにしてお くためです。

僕は， 自分の馬に乗 って牛を追 うつ もり

でいました。 しか し，馬は納屋か ら出て，

下の牧場 のところに行 っていました。ほか

に馬 と言えば，黒 くて大 きいのが一頭 いま

したが，父か らそれに は絶 対に 乗 らない

ように言われていました。けれ ど，僕は，

面倒臭いの と牧場 まで歩いて行 って戻 っ.て

くるのがおっ くうになって，「きょうだけJ

そ っ言いきかせてその馬に乗るこ とに しま

した。「僕は馬の背中に鞍を置いて 自分 でま

たがると，次に妹 を後ろへ乗せ ようとしま

した。 しか し，主が妹 をみ守って下 さった

のでしょう，馬が.じっ としていないために

妹 を乗せ ることができませんでした。

僕は妹に，戻ってきたら自分の馬に乗せ

旧てや ると約束 して
，牛 を集めに行きました。

帰 る途 中の.ことです。干 し草 を縛 る縄に足

をからませ た馬が， びっ くりしてそれを取

ろうとしてそのはずみで僕は振 り落 とされ

て しまいました。そ して，そのまま気を失

って しまいました。
.
気がついてみると，僕は兄のべ ッドに腰

をおろしてい ました。僕は，牧場 を通 り抜

け，さ くを越えて， 自分で家に戻ってきた

ので した。頭の横の傷 口か ら血が流れてい

ました。お まけに，左手は後ろに曲がって

い ます。小 さな擦 り傷や切 り傷がそこら中

.にあ りました。

僕は次第に，何が起 こったのかがわか る

ようにな りました。そこヘエレインが泣き

ながら部屋に入って きました。どこにいた

のか尋ねると，妹はこう言いました。「天の

お父様に，お父さんが早 く帰って きて，お

兄 さん をお医者さんに連れて行 くようにっ

てお祈 りしていたの。」

父が話 してくれたのですが， ちょうどそ

の頃，父は木 を切 りながら家に何かあった

ことを感 じていたのだそ うです。父は手 を
ぼ

止め，兄にこう言い・ました。「胸さわぎがす

る，家に帰 ろう。」父は，僕が意識 を取 り1戻

す とまもな く家に着 きました6

僕は，それか らずっ と妹に感謝 していま

す。妹の信頼 と謙遜な信仰に感謝 していま

す。
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ナイジェリアの教会員
ア ン ソ ニ ー ・ウ ゾ デ ィ マ ・オ ビ ンナ

西ア フワカで最初の黒人の教会員，アンソニー.・オ ビンナ兄弟 と

タ妻のフィデリア ・ネジョーキ ・オ ビンナ姉妹の話を，オ ビンナ兄弟

の書簡か ら紹介する。オ ビンナ兄弟は生粋のアフリ力住民で構成す

る初 めての支部の初代支部長，姉妹 は扶助協会会長 となった。

ウ ゾディマ とい うのは両親がっけて く才し

た名前で，「最善 の道」とか 「良い道，

実 りある道 を行 く時はだれもリーダー を認

めないのに，悪路，難路を行 く時は リー ダ

ーに全部の責めが負わ される」 とい う意味

です。

私は1928年 に，ナイジェ リアのオウェ リ

のイモ州地方 自治区，アポ ・ムバ イセのウ

ムエレム ・エニ ヨググで生まれました。祖

父は知 りませんが， どんな一生だったか，'

どんな生活 をしたかは話 で聞いています。

父の名前はオビンナ ・ウゴチュクウといい

ます。オビンナ というのは 「父に とってい

としい者」 という意味です。ウゴチュ クウ

というのは 「神 よりの賜物」 とい うイボ族

の言葉です。私の両親 も祖父母 も偶像崇拝
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をしていました。毎年，山羊，羊，めんど

り，鳥などの生 き物や，作物な どを捧げる

から自分たちや家族の生活を守って下 さい

と言って神々を拝んでいました。私の父に

は3人 の妻がいました。養 えさえすれば何

人妻を持って もいい というのがイボ族のな

らわしだったか らです。

父は穏やかな人で，真理 を愛し，地域の

いろいろな裁定 をし，悪事や うそ をきらっ

た有力者で した。農民でしたが商売 もして，

何事につけ腰の低 い人でした。子供が24人

いましたが，幼ないうちに死んだ子が大勢

います。現在達者 なのは男11人 ，女4人 で，

孫は沢山います。

初めの頃，私た ち部族は西洋の教育 をき

らい，子供を学校へや った り教会に連れて

行 った りするよう勧める人たちを憎みま した。

いつ も白人を怖 がって，白人の前に出た り

近づいた りするの をいや が りました。子供

は家に引き止めておいて，畑仕事 をさせ る

のが一番だと思 っていたのです。家の中の

役立たず とみなされた者 だけが学校や教会

に行 くのを許 されたわけです。.女子は働 き

手ですから，学校へおいそれ とは行けませ

んでした。

私は実に幸運だった と思います。神様が

私 にどれだけのこ とを用意 していて下さっ.

たか， その時はほとんど考えもしませ んで

したが。私は5番 目の子で した6イ ギ リス

人がや って来て父に話 をし，父の言 うこと

が彼に通 じなかったため，父が腹 を決めて，

1937年 に私 を学校へ 入れたのです。 ところ

が1944年 に普通科6年 を修了すると，第2

次世 界大戦が始ま り，私たちも苦 しくなり

ました。職捜 しが難 しく， そのため私は北

ナ イジェリアのジョスへ移 り，教師を一生

の仕事 に選びま した。17歳 で した。 カ トリ

ックの司祭に勧め られて，オックスフォー

ドにあるウルジーホールの通信教育 を受け

ましたが，英語，地理，経済，歴史，宗教，

衛生学などの学科がたいへんお もしろ く，

よく勉強しました。

1950年 に は愛する妻のフ ィデ リア ・ネジ

ョーキ と結婚 しました。妻はアポ ・ムバイ

セ地方 自治区のイベ ク ・オ クウワ トで1930

年 に生 まれ，父の名はヌコク ・》 ゴナボ，

母はエケオマ といいます。どちらも妻が小

さい時に亡 くな り，そのために妻は教育が

受けられませんでした。孤 児になった妻は

弟妹 を養 ってい くためにささやかな商売 を

始め，家か ら何 キロも離れた市場 をまわっ

て暮 らしを支えました。妻はカ トリックに

改宗 していて， いろいろな組織の リーダー

もしました。妻が言うには，神への強い信

仰 を持っていたのでどんなこ とでも神が導

いて下さり，悪魔の誘惑か ら身を守ること

がで きたそ うです。

結婚 したての頃は，失敗続 きであれこれ

問題が起 きました。私たちは神のみ守 りと

先生方の忠告にすべ ての望みを託 しました。

で もいろいろと難 しいこ・とがあったために，

私は妻 を店主に して商売 を始めました。妻

は正直者でまわ りの人たちか ら尊敬.され，

かがみ

ほめられて，.立派な主婦だ，女性g)鑑 だ と

言われ ました。さまざまな生活をしている

人たちが妻の助け を借 りにや って来る時，
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良い助言 をす るのが妻の仕事のよ.うです。

しか し妻は家族の ことを一番大事に思って

います6

1952年 に なって私は教える仕事 を始め，

また勉強に打 ち込みました。妻は私が4年
鴨

間教員養成大学へ通 うの を辛抱 して待って

くれました。私には教 えるという素晴 らし

い仕事があ りました。でも， この教師 とい

うささやかな働 き以外に，神様が私になす

べ き仕事 を用意 しておられたことは知 りま

せんでした。

1965年 の11月 です。私は夢 で，右手にス

テッキを持った背の高い人の訪問 を受けま

した。.その人はジョン ・バニヤ ンの 「天路

歴程」にあるクリスチ ャンとクリスチャニ

アの話 を読んだことがあるか と，.私に聞 き

ました。私が もう忘れて しまったと答 える

と， また読むよっに言いま した。・それか ら

2，3ヵ 月経った後，同 じ人がまた夢に現

.われて，私 を美 しい建物に連れて行 き，中
ノ

を全部見せて くれ ました。.その人の夢 は3

回 も見ました。

ナイジェ リアの内紛 中，外出できずにい

た間に，私は 「リーダーズ・ダイジェス ト」

の1958年9月 号を引っ張1)出 してめ くって

み ました。す ると開いた34ペ ージに，夢で

見せ られたのとそっくりの美しい.建物の写

真が載っていました。私にはす ぐそれ とわ

か りました。見出しには 「モルモン教徒の

行進」 とあ りました。それまで， モルモン

という言葉は聞いたこ とがあ りませんでし

たが，夢に見た建物の写真だったので，記

事 を読 みました。それは末 日聖徒 イエス ・

12

キ リス ト教会についての話で した。

.その話を読んで以来
，気の休まることが

な く，新 しい発見に心が向 くばか りでした。

す ぐ兄たちの所へ飛んで行 くと，.私の話 を

聞いてみんな驚きました。

しかし， 当時はナイ.ジェリア全土が封鎖

状態にあって，教会本部へ手紙を書 くこと

がで きませ んでした。1971年 に なって封鎖

が解かれると，私 は指示 を求める手紙を書

きました1 .そ れに対 して，パンフレッ トと

モルモン経が送 られて きて， その中に福音

の.回復についての 「ジョセブ・ス ミスの証」

もあ りました。そ して当時国際伝道部にい

たラマー ・S・ ウイ リアム ズ兄弟が，ナイ

ジェ リアに教会 を組織する権 限が今はない

ということを知 らせて下さい ました。私 は

すっか り落胆 しましたが，聖霊に動か され

て手紙 を書 き続け ました。何度 も教会の宣

教師たちが教会の ことを話 し合 っている夢

を見ました。・

私は迫害や悪口やいろいろな侮辱を受 け

ました。そして様々な形でしいたげられま

したがφ耳をふさいで我慢 しました。 自分

は真理 を見つけたのだか ら，人の脅しには

絶対に屈 しない と決意 したのです。私はそ

の ように して，自分たちに扉 を開いて下さ

.るように神に願い続けました。..

W・ グラン ト・バンガーター長老が同 じ

ような手紙を下さいま した。教会はまだナ

イジェ リアに組織 でき.ないが，指導者たち

、は組織 したいと望んでいるということでし

た。

私は1976年10月9日 に，バンガー ター長



老宛ての手紙 を書 きました。

「9月24日 付 のお手紙 をいただき
， あり

が とうございました。おっしゃるこ とはわ

か りました。でもあきらめ ません。私たち

は真理 とわかった信仰 をあ くまで追求 して

ゆ くつ もりです。……

私たちは，主 イエス ・キ リス トの力によ

っていつか教会が もっ.`と積極的に行動で き

、鉢 うになるはず岸 輝 して噂 す・今・

.信仰が 試されてい.るあで列 こ唖 にいる

天勢の夫父の子供たちに真理が広や られる

ように1私 たちにできるこ、とは何で もする

つ もりで寸。」

.ウイリ.アムズ兄弟が骨曜旧のプログラム

を教えて下さいまし斥・槍 ち`まいつも.祈

り続け，ついに1ρ78年11月31日，教会は平

ヰに黒人に神権 とその鰍 を行な難 育旨を.
与える.こζにな・節 でぢ

.「挙 の即 吻 ル ンデ哲 蝉略 ブ層

ピー..圷 ウ ィ ≧ ・・L.q・ キ ヤ オ ン1・ ジ 旗

.ヱ ・グ ゼ ネ・身：・白.ドセン嘩 勉
ら'暫 や 鰺1榊1τ 欄 ρ・鞘 ざ

れ㌶や γ系;カ.オ㌣ 燦 宰音曝 .星の

ク.ラ適 脚 騒 モぜ 押1宰部長唐

郷 雛騨欝議謙
ど轡 飾 勲1;ノ起7長 舞 諺〕1さ栖

噸 を轡 ダと鱒 縁 ：部瞭 ≠解

ll瑠舞 驚 讐1：
・ナ{・・.甥当柳 籾 聖;徒猛 ス・.ぎ.
・微 会の蜜 購 蹄 を舞 響 で.

哉が民に伝 える扉が開かれたことを喜び∴.

皆様 と世界中の末 日聖徒にお礼申し上げま.

す 。

皆様が神殿上階の部屋で，私たちを群れ

に加えるよう何時間もかけ主に祈 って下 さ

さいましたこ とを感謝申 し上げます。皆様

のお祈 り，私共の祈 りを天父が聞 きとどけ

て下 さり，啓示に よって久しく待望のあの

日を承認され，私共に聖なる神権を許され，

神聖な権能 を行使 し，神殿のあらゆる祝福

…… を享受する権利を得させ たもうたこと

を天父に感謝致 してお ります。

当地において教会が発展 し，聖徒たちの

一大中心地 とな り
，世界各国同様ナイジェ

リア国民の進歩発展に充分寄与することは

疑 うべ「くもあ りませ ん。』」

私に慎ましく誠実な妻 と，地上のまこと

の教会の会員である7人 の立派な子供たち

がいることは祝福です。子供たちは皆教育

を受けまし.た。長女 と長男は資格のある教

員です。ボナ ドベ ンチャーは中等学校5年

を修了し， アンジェラは中等学校4年 生，

ステラ・エ ゴは中等学校2年 生，アナスタシ

アは中等学校1年 生です。末の息子は1980

年9月 に大学へ入 りました。

我が家で一番重要な話題，そして一番の関

心事は 「私たちの教会」のことです。 キリ

ス トが御 自身の まことの教会を守っていら

っしゃいますか ら，毎 日教会員が増えてい

ます。私は，将来この教会の会員が海辺の

砂の ように 多くなることを証 します。神は

偉大な御方で，奇跡 を行なわれ ます。人間

の力はこの世 における神のみ業 を阻むこと

ができないのです。
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「どうぞ子供の先生を

祝福 して下さい」

ク ラ テ ィ ス ・C・ フ ァ ー マ ー

私 は初 日のプライマ リーか らシ・・クを
受けて帰宅 しました。せめて もの救 い

は，他の教師の顔にも当惑 した表情が うか

がえたことで した。休み明けのせいで生徒

はみんな落 ち着 きが なかったので しょう。

でも，その次の週はすっか り絶望 して家に

帰 りました。生徒は手にあまるばか りで し

た。手作 りの視覚教材は乱暴な扱いにひ と

たまりもな く，男の子は椅子の上に立って

窓によじ登ろうとします し，女の子 は仲間

同士や 男の子相手に口げんかです。

もうやめて しまいたい と初めは思いまし

た。このような8歳 児たちと11カ 月もだれ

がおつきあいできるでしょう。で もプライ

ドがあってやめることはできませんでした。

大人になってから日曜学校，扶助協会，M

IA， セ ミナ リー と教え続け，学校の英語

教師 も経験 した私は， ざ折 とい う文字 を知

りませんでした。 この責任 をいただいた時，

監督は 「プライマ リーのこの責任はあなた

に とって進歩成長の新 しい道になるでしょ

っ」 とおっしゃい ましたが，それ どころで

はありません。無能 をまざまざと見せつけ

られた初めての召 しでした。

その夜，私はほ とんど眠ることができず，
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「監督は 『プライマ リーのこの責任

はあなたに とって進歩成長の新 しい道

になるでしょう』 とおっしゃいました

が，……無能 をまざまざと見ぜつけら

れた初めての召 しでした。」

帥瞬

.：蹄

遵

麟灘..

織戯

2

嵩

翌 日は子供たちに当た り散 らしました。 と

うとう夫に悩みを打ち明けると，彼は話 を

よく聞いて，具体的な解決策を提案 して く

れ ました。父母に問題 を知 らせ，毎週子供

に報告 カー ドを持たせ ることでした。私は

初めあまり乗 り気が しませんでした。また

もプライ ドが邪魔 したのです。た とえクラ

スが うるさ くて も，自分の力不足を他人に

知 らせ るよ りはましだと思 いました。でも

私はわらにもすが りたい気持ちで した。そ

れで夫の勧めに従 って 「生徒の態度」カー

ドを謄写板 で刷 ってお母 さん方に個別に如

才な く話 をしたのですが， それだけでは不

十分 なことがわか りました。

報告方式の 目新 しさは1カ 月もす ると色

あせ てしまいました。しかし 「静かに した

か どうか」 を調べ たその間，私はレッスン

をし， 自分の証 を述べ， クラスパーテ ィー

を計画 し，未亡人のための奉仕計画 をまと

め ることがで きました。そして以前は うる

さかったひとりの男の子が，「うるさ くす る

の，やめてよ。静かに したカー ドもらえる

と，ママか らごほ っぴもらえるんだから」

と隣の子供に言うのです。

何週間か過 ぎて，静かになった子 もそ う
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でない子 もいま したが，初めの半 月のよう

なひどい状.態はな く'なりました。ゲーム，

競争，スライ ド，指人形， クラス外の訪問，

自分の家へ手紙を書・くなどのいろいろ変わ

った活動が役に立 ったのだ と思います。半

月位経つ と子供たちは私の言 うことを聞 く
.よ うになり

， もっとよいこ とには，私 に彼

らを愛す る気持ちが湧 いてきました。

それから， もう一度改めて考えさせ られ

ることがあ りました。私はプライマ リーの.

責 任に毎週かな りの時間 を使っていました

が，それで も3人 の学齢前の子供 たちの世

話の方がずっと手間がかか ります。それ も

苦労であり，喜びであ り，大仕事 でした。

恥ずか しが りやなのに快活で気性の激 しい

4歳 半のサラが，保育 園にようや くな じん

だ時，私たちはほっとしました。サ ラに人

一倍の愛情を注いで慣れ るように心 を配 っ

て下さった先生に， どれほ ど感謝 したこと

でしょう。我が家のあ.ばれん坊，2歳 半の

クラー クも日曜学校の クラスに入って(統

合プログラムが実施 され る以前のことでし

た)，片言を話し始めたレイチェルを手元に

置 くだけでいい時が早 く来ない ものか と待

ち遠 しかったものです。

ある日曜 日，神権会か ら帰 って来た夫か

ら新しく我が家 を担当 して下 さるホームテ

ィーチ.ヤーの熱心 な様子 を聞き， うれ しく

思いました。ボウエ ン兄弟は早速，いつの

訪問が よいか，家族に必要なことは何か，

子供たちに どんなレッスンをした らよいか

などと夫に聞かれたそ うです。 さすが監督

をなさったことのある方だ と思いました。

ホームティーチ ングが どうい うものか， よ

く御存 じなのです。

私はワー ド部に移 って来 られたばか りの

ボウエン兄弟のお名前 を子供たちに覚 えさ
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せ ，私たちが良い教会貝になれるように教

えた り助けた りして下 さる特別なお友だち

なのよと話 して聞かせ ました。

ところが その翌週の訪問の 日，子供 たち

が 申し合わせたようにウイルス性の病気に

かかって しまったのです。サ ラは元気 でし

たが，とても疲れて不機嫌で した。彼女は夕

食の後す ぐソファーで眠って しまい，玄関

のベルが鳴る.と， まだ 目が覚め きらないま

ま弟 と一緒 に走って行 きましたがポ.まっ.た

くの初対面 のボウエン兄弟 と同僚 を見るな

り泣いて引っ込んでしまいました。夫があ

わててなだめに行 ったため，.私とふた りの

子供 で，びっくりしているお客様にごあい

さつす るこ とにな りました。

「おいでの時はあの子，眠っていたんで

すの。」私はまごまご..しながら言い訳 しま し

た。「具合 いがあまり良 くない.ものです炉ら。.

こんなこと，..めったにあ.りませんのに。」そ..

の 夜，新 しいホ』ムティーチ ャーは気持ち.ぐ.

よ くわかって†さいましたが，私は.来訪を

楽しみに待・.て唾 燭!こ汐 ・か})矯

ちしてし.まし}ま.した・：.1・.
・塗働 問に舗 て・..智坤 の田馨日にな.

砿 鴛 ラには何も剤 ませんでした・日.二
曜 鼠に，.開会のお祈 り，を.したホームテ ィ門 .

チぜ がまた私た.ち曝 へいら・レや・
.るξ

だけ話.墜 した∴そρ木曜.甲1辛て・7時
き.・か り』に1ドア㊥づルが旦監り部 た1..纏
はクラークとレイチ 干ルグ亥関へ騨けで行

き?サ ラは右所でぐずぐずしてい津レた戸
.「

私は.「ギ.ム・..騨 ・・.噸い・私.サ.ラ に..
乱 てみ砺 ：・妹 叫 声1で言いま睦 ・.
「ねえデ.サ勾 畝 身 聯 ζ・ご渉 に

き・う保育園酢 づだたこを卑 燭 踏 ・1
..

い
.?.・そ 信 ・て蛎 板嫡 琴 、あ.弊 色
鮮やかな三角だ こを渡す と;∴サラ.はた..;をr



下に置いて言いました。

「ううん
，見せ た くない。ここにいる。

いいもん。」

「ねえ
，一緒に行 きましょ。ママのおひ

ざにすわっていればいいわ。」

「いや
，行か ない。」

「いらっしゃい
。」私が穏やかなが らきっ

ぱ りした調子でサラを抱 き上げ，居間に連

れて行 くと，みんなはもう椅子 にすわって

いました。

「こんばんわ，サ ラ，元気かな。」ボウエ

ン兄弟が優 しい笑顔であいさつをして，手

を伸べ まし.た。サ ラは目をそらし，私の肩

に顔 を埋め ました。「きょうはサラとクラー

クのために特別 なレッスンをするよ。」ボウ

エ ン兄弟は床にすわ り込み，ニ コニ コして

話 を続け ます。「とこにおいで。これ何の写

真だろう。」1

サ ラは興味 を引かれたのでしょう。ボウ

エ ン兄弟 が何枚 もの中か ら取 ワ出 した敬

凄に腰かけている子供 たちの大 きな写真 を

のぞ き見 ました。私はひざにサラを抱いた.

まま，すばや く床にすわ りました。

「お ともだち
。」クラークが答えました。

・「その通 り
。」ボウエン兄弟が楽 しそ.うに

言います。「それじゃ，何をしているんだろ

う。」
.「みんな

，さかだちしてる。」サ ラがいた

ずらっぼ く答え ました。

「手を くんでいる
。」クラークが腕組み を

して答えました。

「そ うだよ。」ボウエン兄弟がほめ ました。

「どうして静かに しているのかな
。 ここは

だれのお うちだ と思 う。」

「サンタクロースのお うち。」サラが言い

ました。私はサ ラの意地の悪 い答えに赤面

しました。わざと反対の答えを言 うプライ

マ リーの生徒たちそっくりだわ と思いまし

た。

敬慶さ と家族の祈 りについてのレッスン

の終わ りに， ボウエ ン兄弟は リボンで結ん

だ棒あめをポケッ トか ら取 り出しました。

「はい
，サ ラ，みんなと一緒に聞いて くれ

たこほ つびだよ。」

サ ラには欲 しそうな表情が うかがわれ ま

したが， でも首 を横に振 りました。そ して

「クラー クにあげて」 と
，マゾヒスティッ

クな反抗をして言いました。

「ありが とう
。」クラー クが手 を伸ば して

お礼を言いました。

「クラー ク君，利発ですねえ。」ボウエン

兄弟がおっしゃいました。

「ええ，どの子 もですわ。」私はかば うよ

うな返事 をしました。ホームティーチャー

が帰 り，ジムがあめを分けに子供たちを台

所へ連れて行った後，閉 まった玄関の ドア

を前に，私の 目には涙がにじんできました。

「どうか神様
，ボウエン兄弟がサラのこと

を見放 さないで下 さいますように。」心で祈

りました。「サラの態度が本当にいけなかっ

た.ことはわかってい ます。でも，サ ラも良

い子 になれるのです。や さし くなれるので

す。.どうか，ボウエン兄弟が辛抱 し，愛を

注いで下 さいます ように助けて下さい。」

その時ふっと，最初の1カ 月間手がつけ

られないほど悪かったプ ライマ リーの6人

の子供の顔が浮か ん できま した。「そうだ

わ」私は 自分の責任に突然目が開けた思い

でした。「あの子たちのお母さんがあの9月

にこうして私 と同 じ祈 りを捧げて下 さって

いたのだわ。」あきらめまい，子供 と一緒に

頑張って行こうという私の決意は， その時

か ら今 まで ぐらつ'くことがありませ ん。
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逆境 に遭 うとき

スティーフ ・ダン ・ハンソン

ム か ら百年以上 も昔，父の曽祖父母が ス'7

ウェーデ ンで教会に加 入しましたが，

彼 らは長 い航海を経てア メリカへ渡 り，

ユーヨークか らオマハ までは汽車，

らは幌馬車でソル トレー ク ・シテ ィーにや

って来 ました。その途中，ニュー ヨー クで

汽車に乗 り込み ましたが，

市場に運ぶのに使 われた家畜運搬 用の貨車

でした。中は汚 く，

いました。

おばあさんは不便 をしのび まし

たが，お じいさんは屈辱に我慢

がならず，「豚 と同格 とはなん

だ」 と不平を鳴らしました。

しか し， ともか くも旅 を

続けました。

「なぜな ら，この しばらくの

軽い患難 は働 いて，永遠の重 い

栄光を，あふれるばか りにわた

したちに得 させるからである。」

(IIコ リン ト4：17)
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その時おばあさんは妊娠中だったため，

オマハに着いてこれか ら苦労 も本番だ とい

う段になると，お じい さんは彼女の健康 と

生 まれる赤ん坊の具合が心配になりました。

しか し，幌馬車隊の隊長が，産婆の経験豊

かな人たちがいるから何 も心配はい らない

と保証 して くれて，旅の途についたので し

た。

そ して，ネブラスカの平原で元気な赤ん

坊が誕生 しました。 ところがそれか ら数 日

後，3歳 の息子が コレラにかか りました。

お じいさんは真夜中に隣の幌馬車へろ うそ

くを借 りに行 きましたが，分けてあげ られ

ないという返事で した。お じいさんはそれ

に怒 り， ぐったりして熱い子供の体 を暗闇

の中で抱 きしめなが ら，夜通 し起 きていま

した。息子はその夜，死に ました。

翌朝，隊長はインデ ィア ンが出没するこ

ともあるし時間の余裕 もないので と言い訳

して葬式を簡.単にす ませ てから，墓穴はで

きるだけ浅 く掘 って埋葬 しようと言い まし

た。お じいさんはそれに反対 し， 自分は後

に残 ってけ ものに墓 をあばかれないように

深 い穴を掘 るのだ と言い張 りました。

お じいさんはその 日，.昼も夜 も働 き続け

て丈夫な木の棺を作 り，堅 い土を1メ ー ト

ル半 も掘 りました。そして，泣 きながら息

子 を埋め， その後夜を徹 して歩いて，幌馬

車隊に追いついたのでした。彼の心は悲 し

さに打ちひ しがれていました。怒って もい

ました。遅れるか らといって息子 にきちん

とした葬式をして くれなかった隊長 と，そ

して息子 を 「死なせた」神様 とに。 自分の

幌馬車にた どり着 いて妻にや るせ ない気持

ちをぶつけた時， あばあさんほ優 しくこう

言 いました。

.「お父さん
， よいことを見なくちゃいけ

ませんよ。赤 ちゃんも私 もこうして元気で

す し，あ りがたい ことに，ほかは家族みん

な無事でしょう。 この まま旅が終えられれ

ば，感謝以外に言 うことはあ りません。私

たちはモルモン教会を唯一の まことの教会

と信 じて入ったんです。私は今 も信 じてい

.ますよ。この旅 で悲 しい 目や辛い目に遭 う

のは私たちだけ じゃあ りません。」(ヘ イカ

ン ・ハ ンソンの記録よ り)

しか し， それで苦難は終わりではありま

せんでした。彼 らは生涯，試練 と逆境に見

舞われ ました。 ところが彼らは，夫婦で同

じ経験 をしなが ら，受 けとめ方は違ってい

ました。お じいさんは引き下が り， うらみ

を抱 き，つむ じを曲げ ました。そ して教会

に行 くの をやめ1教 会指導者の粗捜 しをし

ました。彼は自分からみ じめな境遇の とり

こになって しまい， キ リス トの光は生活の

中に薄 らいでゆきました。

一方
，おばあさんの信仰は強 くなりまし

た。彼女は新 しい問題が起 きるたびにます

ます強 くなっていったようです。同情 と思

いや りと優 しさに満ちて，慈悲の天使さな

が らでした。彼女はまわ りの入たちに とっ

て光明であ り，家族はおのず と彼女を指導

者 と仰 ぎま した。

私はこの話 を何度も読み，おじいさんとお

ばあさんの試練に対す る互 いに相.反す る身

の処 し方についていろいろ考えてみました。

また 自分で も問題 に遭遇 して，逆境の果た

す役割 とい うものについて理解を深めたい

と思い，聖典 を勉強 しました。.初めは幾分

混乱 しました。聖典のある箇所では，銀難
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は罪に対す る罰，っ まり正 しくない行為や

愚かな決定の結果 として出ていますが，そ

れと逆に，正 しい人たち も悪い人と同じよ

うな逆境に遭っているのです。

神の律法 を破ればいやな結果，つ まり逆

境が待ち受ける， しか し主 は時々弱点を克

服す るための機会 として，私たちに苦労 を

させ られ るのだ とい うことがわか りました。

また，いわゆる逆境の中には， 日の光栄 な

らぬ星の光栄につ きものの自然のな りゆき

にす ぎない とい うもの もあることに気がつ

きました。星の光栄の体で，星の光栄の人

人と生活 し，星の光栄 の知識 と知 恵しか持.

たないとあれば，苦労や問題や不満が出て

きて当然です。

そ して， もっと大事なことだと思 うので

すが，星の光栄の世界に住みなが ら日の光

栄の人間になるというのが大 きな試 しであ

ることも知 りました。その手本がイエズ ・

キ リス トです。イエス ・キ リス トはジョセ

ブ・ス ミスにこう言ってお られます。「わが

子よ汝この事 を知れ，すなわちこれ皆汝に

善か らんため，汝に経験を与えんための も

のなり， と。

『人の子』は一切 これ らの ものの下に身

を落 したり。汝は彼よ り大いなるか。」(教

義 と聖約122：7-8)

私 は，先祖のおばあ.さんの ように， なぜ

逆境が来 るのか とい うことはあま り考えな

いで，逆境をどう切 り抜けたらよいか，そ

こから何が学べるか， どうすればその結果

もっとキ リス トに近い人間になれるか， と

いうことの方 を考えようと努めています。

言い訳を捜すか真正面か ら立ち向か うか，

あきらめ るか忍耐す るか，恨みに思 うか愛
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わたしたちは，四殖から患

難を受けても窮しない。途方

にくれても行き詰まらない。

迫害に会っても見捨てられ

ない。倒されても滅びないρ

(IIコリント4：8-9)

を示すか， 自分の取る態度は 自分が決め ま

す。その選択で， 自分が どれだけ救い主の

生 き方に近 くなれるかが わかるで しょう。

使徒パ ウロは逆境 と昇栄 との関係 をよ く

理解 していました。パウロはこう言ってい

す。「わたしたちは，四方から患難を受けて

も窮 しない。途方に くれて も行き詰 まらな

いo

迫害に会って も見捨てられない。倒 され

ても滅びない。

なぜ なら， この しばら くの軽い患難は働

いて，永遠の重い栄光を，あふれるばか り

にわた したちに得させ るか らである。」(II

コ リント4：8-9，17)

た とえ自分の受けている患難が 「軽 くは

な く」，「しばらくの間ではない」 としても，

キ リス トの模範に.ならいさえすれば， 自分

が力 を増 し，立ち向かってい く決意 を深め，

また正 しい方向に向けて進歩 していること

に気がつ くはずです。困難はどのようなも

のであれ，私 たちを1歩 ずつ天父に近づけ

て くれるのです。私たちにその気持 ちが あ

れば。
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ません。お父さんは,ク レート･ソ

ルトレークの谷に着く奪では,こ の

馬車が家になると言っていたのです

が,も し,こ こでこの古い馬車がこ

われでもしたら,ス ーザンや,ま だ

赤ちゃんのサラを連れて,ど うして

旅を続けるのだろうかと心配でたま

りません。

ほろ馬車の中は寒くて,き ゅうく

つだけれど,今 まで家族をあらしか

ら守ってきてくれました。それにゾ､

ルトレークで新しい生活を始める時

に鋤要な物を積むだけの広さもあり

ます。お父さんの道具,畑 を耕すす

きのは,割 れないように大切に包ん

だきれいなさら,は さみや糸,針 を'

入れたさいほうばこ,小 麦やトウモ

ロコシ,そ れに花の種もあります。

それでも,大 きな家具を入れるよゆ

うはなくて,き れいなけしよう台,

たんす,ス ーザンのベッドは売りに

出してしまうしかありませんでした。

ジェニーはノーブーのすてきな家

のことを思い出 しました。本当はす
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っとそこにいたかったのですが,暴

徒たちに力すくで追い出されてしま

ったのです。でも,お 父さんは,い

つかロッキーの山の中で,平 和に安

心レてくらせる新しい家を建てる臼

が来ると言っていました。あらしは

やむようすもなく,ゴ ロゴロという

大きな音が草原にひびきわたり,風

がくらやみの中でうなり声をあげて

います。ジエニーはまくらに顔をう

すめ,Ψ 和で楽 しい□が早く来るよ

うにと心の中でつぶやきました。

その時です。｢ク イク リー姉妹!

クイクリー姉妹!｣と いうオレンス

レージャー兄弟の声がしました。何

か大変なことが起きたようすです。

ほろを通して,ラ ンプの光がゆれる

のが見えました。｢起きていたら急い

で来て下さい!子 供が産まれそう

なんです!｣

｢わ かりました!す ぐに行きま

す!｣と 返事をするが早いか,お 田

さんは大急ぎで着がえを始めました。

ジェニーはその時,ハ ッとしました。



EZ

μ⊆(⑦｢》皐苓⊆2ユC三4つ毫＼/羽〔ζ?

薗¥`･rkり皐¥卑αやα旦噌α翠厘

､りi惹⑦｢》♀尊卑o葺つ⊇9り琶当:β1一=

エ6?｢9ヨし客〉ユ､りμ｢》皐苓⊆2{翻

Rr》2｣。葺つ£､り準つユii乙⊃.しk違に⊇

μヨ《2旦2L臣しk皐⊇ζ(ヨ2`μ亘ユ⑦

訟りユ､り9孕覇曾μα2`ユ⊇ζ皐2

コ蟹⑳翌9鐸塔⑦9目旧一=工≦

､｢o､り皐且/｢噌食(詠2ヨ雲

`@皐o巳k⑦葺⊂(選9皐醒ユ〉≦3⊆}⊆

μ(殖軒ぞα。こf)⑦､り､りユ〉Ω9μα

2卑回`}9'⊆こP(｢､り9｣oヨつ聖､り畢

ユ(四つ皐昇〉つ劃翌物翠トー=工≦

o食こL(》α剰〉丞?｢/

一こP､りq(=⊇/(熱り醸9>泓りμム

ム｣`μ巨ユ⑦～Σ.巨?⊆掌(醇z&孕踏

曾μα2:?｢⑦gc£にM9庄ユ⑦

曾しk;9翌μαグ(譜9些こL9⊆⊆2⑦老甲

`掌⑩り泓り｢》皐田⊆2`〈吾一と｣

。ヨn£自@翌望皐理=?｢/ムム｣

`つ≧9算毫目μ〈吾一と`2隈⑦α

旦仔'α､り2負,⑦騨⊆､り?/〈一こ1

。攣n雲､り聖つユ(二身ユ叩

》巾⑦型⑦遡`2店剖⊆呈?c塑`?

亘範､り塁⊆老翠r》卑田聖｢。α(}葺μ

砒α⑦圏早⑦⊆こpn謬9ヨ⊂R2旧車

oこf)⑦〉⊆2}つ毫婁脂⑦寡叩=?垂尊

`(ヨヨ(二αΩ遙ユ¢{当ユ聖堕つら
｣

。?｢/こP

⑩りα2ユc昇つ9cヒ/(熱り◎9

c身｣o食ユ(P9(二α互Ω一q皐ユ望

旦皐¥翠原立卑こL。｢》再準皐ユFRμ

毒呈⑦玖)一､りααμ2⑦寧1一=工6
`⑦⑦卑ヨc呈寧P｢…､り:θド:創｣

o皇ユ`騨(}一自甥翌γμ畢ユ(二呈?

｢αユ浜陣ユ首;章⊆2｢》(η`(∋翼n準

算孕目μ〈吾一と=?ζ4`⑩り曾勾

､りネり泓自鯉ユ.二朋丑癒畷一46一

/｢'と:〈!り虹.`一=工6｣`到｢》♀田q≧

`μヨつ雲つ叩毫望曾♀､｢〆=?｢｢tグ皐

田聖｣ユ､り畠⑦?(二◎ロー=工6

。食ユ⑦⊆･

こβつユCヨ2レ自昇9:目`:?ζ一再⑦｢》

◎9聖`?〈吾一と⑩り皐t7`:創⑦

曾U♀籔⊇庫塾Ω畢日(二£`(ヨヨ(二翠

つユcヨ〉泓りこL聖nイ皐田⊆2`=｢⑦

壱。ヨつ泌りユつコ品i謁ユ異宗(2食

毫(肩巨首⑦蛸(憲:‡7`亙≦ラ:θr》♀尊聖



強いと信じていました。

｢スーザン
,お 願いだから,静 か

にして｣と 言うのですが,と ても泣

きやみません。そうしている内に,

今度は赤ちゃんのサラが目を覚まし,

同じように泣き始めました。

あらしもひどくなる一方です。ほ

ろにたたきつける雨の音はおさまる

気配もありません。夜のやみをつん

ざくようないなすまとかみなりの音

に,ジ エニーの体は冷たい氷のよう

にこわばりました。もう妹たちをな

だめているどころの話ではありませ

ん。｢お田 さんあんなこと言ったけ

ど,わ たしだってこわいのよ!わ

たしに何ができるっていうの!｣

と泣きさけびたい気持ちでした。

その時です,ノ ーブーをはなれる

前にお父さんが言った言葉が心にう

かんできました。｢生きて行く[Pに は,

さびしいことも,お そろしいことも

ある。それに,ひ とりだけではとて

もできないと思えることでも,自 分

の力で何とかしなくぢゃならない時
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もある。でも,た とえお父さんやお

田さんがいなくても,決 してひとり

ぽっちじゃないんだ。困った時には

天のお父様が助けて下さる。こわい

ことがあってもそうだ。ひとりぽっ

ちだって,安 心していられるんだ。

ジエニーがしなくちゃいけないのは,

神様に助けを求めていのること,そ

うすれば神様は聞きとどけて下さる

んだ。｣

ジェニーは気持ちを落ち着けよう

としながら,き ちんとひざますきま

した。そして,あ らしの間,3人 を

祝福して,神 様がいっしよにいてく

れるようにと,心 からいのりました。

いのりを終えてふとんの中に入る

と,間 もなくふたりの妹は静かに目

を閉じて眠ってしまいました。ジェ

ニーはそのそばに横になりながら,

暖かで,と てもよい気持ちがわき上

がって来るのを感じました。そして

ジエニーも,い つの間にか気持ちよ

さそうなね患をたて始めました。

雪
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たので,ハ イ ドンは学 費 をえ るため

に教 会で歌 いま した。音楽 の勉強の

ためな ら何 で もよろこんで したので

す。

ハイ ドンは一生け んめ い勉強 して,

やがて作 曲を始め ま した。 そ して,

大 きなオー ケス トラのため に書いた

作品で有名にな りま した。 それ らの
こ うき ょう きょく

作品は｢交 響 曲｣と よばれてい ます。

ハイ ドンの作 曲 した交響 曲は,ほ か

の音楽家 たちにたいへ ん気 にい られ
が くせい

ま した。 それ でハ イ ドン は,｢楽 聖 ハ

イ ドン｣と か1｢交 響 曲 の 父｣と よば

れ ま した。

ハ イ ドンは ,い つ もゆか い で,茶

目っ気 い っ ぱ いの 人 で した。 あ る 日,

ハ イ ドン は オー ケ ス トラの 練 習 に 出

か け る と,全 員 にお もち ゃ の鳥 や ド

ラ ム,ト ラ ンペ ッ ト,ガ ラ ガ ラ,笛

を くば りま した。 それ か ら新 しい作

品 をわ た しま した。 み ん な はハ イ ド

ン がふ ざけ て い るの だ と思 い なが ら

も,ハ イ ドン の言 うとお りに お もち
えんそう

やの楽器 を使 って演奏 しました。｢お

もちゃの交響 曲｣は,こ の よ うに し

ては じめて演奏 され たのです。 この

曲は,い つで も聞 く人の心 をたの し

くして くれ ます。
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ある 日,ひ と りの 肉屋がハ イ ドン

の ところに きて,む すめの結婚 式の

ため に何か 作曲 して くれ るよ うにた

のみま した。ハ イ ドンは よろこんで

引 きうけ ました。そ して,次 の 日に

は もう曲が で きてい ました。ハ イ ド

ンはその曲 をメヌエ ッ トとよび ま し

た。 メヌエ ッ トとは,ゆ うがな ダン

スの ための音楽 です。

数 日たって,ハ イ ドンの家のす ぐ

前 の通 りか ら音楽 が聞 こえて きまし

た。 それは,ハ イ ドンには耳なれた

しらべ で した。 まどの外 を見 ると,

つの を金色 にぬ り,大 きな花 の首か

ざ りを した,大 きな 白い牛が 見え ま

す。牛 はオー ケス トラの前に立って

.い ま した。 オニ ケス トラは,ハ イ ド

ンが結婚式 のため に書 いた曲 を演奏

して いたの です。

演奏がお わる と,あ の肉屋 がハイ

ドンにお礼 を言 いにや って きました。

肉屋は,し んせつ に曲 を作 って くれ

た ことを感謝 して,ハ イ ドンにその

大 きな白い牛 をお くりました。 その

ときか ら,こ の 曲は｢牛 のメヌエ ッ

ト｣と して知 られ るよ うにな りま し

た。
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こうつう まも じ こ

交通きそくを守らないと事故が
お

起きることを,お まわりさんが
せつめい

説明しています。

しんこう と

信号ではちゃんと止まりましょう。

ひと

歩いている人が

渡り終わるまで

待ってあげるんだよ。｣
こん ど ただ て しんこう

今度は正しい手信号のかくにんです。
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す べての会員は宣教師です・
「その通 りです

，私 も宣教師にな りた

いとは思いますが， どうもきまりが悪 くて

'四'"
o」

「む ず か し い で す ね
。」

「福音 を無理やり人に押し付けたくないな
。」

それでは，学校で勉強 をしなが ら，教会

や福音の原則 をた くさんの友だちに紹介す

るにはどうすればよいでしょうか。何か簡

単な方法があるでしょうか。

福音を分かち合う簡単な万法

デ ィー ・V・ ジ ェ イ コブ ス



羅講.熱 ン

難
∵範

すべての教会員が宣教師であること

は，広く理解されている。……教会員

は世の光であり，その光を耕の下に陪

すのではなく，すべての人がそれによ

って導かれるように，山の上におかな

、ければならない。

カリフォルニア州 のウォルナ ットクリー

クに住むカレン・ジェイコブス とスーザン・

ジェィコブスは，伝道が楽 しい ものであり，

また多 くの恵みをもたらして くれ るこ とを

知 りました。事の始 ま りは， カレンが5年

生.で，デンマークのコ.ペンヘーゲンにある

アメリカンスクールに通 っていた頃のこと

です。カレンはア メリカ史について大がか

りなレポー トを書 くために， テーマ を探 し

ていました。教師か らは蜘注や参考文献一

覧表，引用カー ドの作成 をは じめ， 口頭 に

よる発表など，すべてのことを行 なうよう

に求め られました。一番頭 を悩 ませたのは，

テーマを選ぶ ことです。 そんな時に両親か ，

ら，モルモンの西部移住についてレポー ト
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を書 いては どうか，.と勧め られました。

「それがいいわ。」カレンは言いました。

ひ とたび書き始めてみると，それは どの

ようなテーマよりも書 さ昂い ものでした。

このテーマで したら両親か ら助けて もらえ

ます し， 自分 自身も興味があ ります。 また，

初等協会や 日曜学校でもこのテーマについ

て学んで きました。

クラスの中でモルモンについて十分な知

識を持 っている人はほとんどいませ んで し

た。みんなの興味を引 くような事柄 をた く

さん取 り入れて発表 をしたので，それか ら

数 カ月の間活発な討論が展開 されました。

しか も，成績 は 「A」 をもらいました。

このような伝道方法が あることに気づい

たカレンとスーザンは， 多くの機会 をとら

えて様々 な形 でこの方法 を活用 しました。

た とえば，18歳 のスーザ ンは，科学の時間

に喫煙の作用について取 り上げた時に，み

んなの前 で子牛の心臓 を解剖 して関心を集

めました。.(心臓の働き.についての説明や切

開方法については・.ジョー ジ ・ワシン トン.

大学医学部学生のマイロ ・アン ドラスに教

え℃もらい，手術用の手袋や メ.スも彼か ら

借 りました)小 柄な一少女が行なったこの

鮮烈な発表に， クラスの生徒は深い印象を

受けました。それ と同時に生徒 たちは，知

恵の言葉について力強い説明 を聞いたので

す。成績は 「A」 で した。

心臓の レッスン.が非常に好評だったので，

カレンは麻酔薬の作用に関す る研究発表会

で子牛の脳を使い，賞を獲得 しました。こ

の時 も，健康に関する主の律法の一節を分

か りやす く説明 しました1

カレンはバージニア州アー リン トンにあ

るワシン トン ・リー高等学校の1年 生の時

に，歴史の本の中に予言者ジ ョセブ ・ス ミ



ズと教会の品位 を傷つけ る絵が掲載 されて

いるのを見つけて憤慨 したこ とがあ りまし

た。そこには， ジョセブ ・ス ミスが地中に

埋め られた宝を求めてあちこち渡 り歩 く農

夫 として描かれていたのです。教師にその

誤 りを指摘すると，初期 の教会歴史につ い

てクラスで発表 してみてはどうか， とい う

話が返ってきました。カレンは不安 を抑 え

て承知 しました。そ して最高のレポー トを

完成 しま した。 ジョセブ ・ス ミスの物語に

2，3の 出来事 を加 えて，真実だけを取 り

上げました。発表には授業時間をすべて使

いましたが，終わ るとす ぐに教師か ら，午

後の クラスで も同じ発表 をす るように頼 ま

れ ました。深い ところをついた質問がたく

さん出て， さらに詳 しく説明 して もらうた

めに宣教師を招待す ることになりました。

800人 の卒業 生の中で末 日聖徒はわずか

に3人 しかいませんで したが，3年 生の政

治の クラスでは，教会をテーマに した研究

発表 を4回 も聞 くことが できました。協同

制度につ いてのカレンの発表，知 恵の言葉

の栄養面につ いてのマイク ・ミラーの発表，

教会政体につ いてのマー ク ・フォー シスの

発表，そ して.もうひとつ は，教会員ではな

い生徒による発表でした。その生徒 はワシ

ン トン神殿の一殺公開に招待 されて感銘 を

受け，末 日聖徒の友 人の手 を借 りて，神殿

を建て る民 としてのモルモンについて発表

したのです。 壼

カレンや スーザ ンをは じめ，このような

伝道方法 を試みた生徒たちは，多 くの人々

に影響 を与えることができたことに大満足

でした。事実，モルモ7で あるごとを学校

中の人に知 られる.ようにな りました。ワシ

ン トンD.C.の 郊 外 に位 置す.る この学校

では，外交官や国会議 員，.軍人，国家公務

員などの息子や娘が生徒の大半 を占めてい

ました。に もかかわらず，麻薬の濫用，乱

暴な言葉，不道徳な行為，無秩序な.服装な

どがいたる所で見 られ，標準や理想などと

いった言葉には縁のない生徒がひしめいて

いました。 しか し， ごく少数の末 日聖徒は，

彼らが信 じているこ とも含めて，教師や生

徒か ら認め られ，尊敬 を受けました。だれ

からも笑いものに された り，か らかわれた

りすることはあ.りませんでした。事実，「モ

ルモ ンはそうい うことをしないんです」 と

言えたので，不健全な遊びを簡単に避ける

ことがで きました。

このように進んで福音をテーマにした研

究 を行ない，末 日聖徒の教 えを広めました

が， おそ らくこれらの経験が基になって，

カレンはブ リガム ・ヤング大学の特待生 で

あ りなが ら現在学業 を中断してスペ インで

伝道 し， スーザンは2，3カ 月後に迫った

宣教 師の召 しを待つ ことになったのでしょ

う。

主の偉大な予言者は，すべての教会貝が

宣教師 となるように求めています。 もしす

べての末 日聖徒の学生が教会について毎年

ひ と.つのレポー トを書 くか，研究発表 を行

な うとすれば，教師や生徒たちにどれほ ど

の影響 を与えることになるか，想像できま

すか。教会員が大勢.いる地域 でさえ，多 く

.の非教会員は福音の教えについての末 日聖

徒の発表 を直接耳に したことはないのです。

こり伝道方法によ り歩みを速め，キンボー

ル大管長の期待に応えるのが何 と容易にな

ることで しょうか。ぜひ試して下 さい。そ

れができない人は，愛する予言者のオフィ

.スに掲げ られている座右銘`Doゴ'!"(実 行せ

よ!)を 思 い浮かべて下 さ.い。・
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ヨツ ト デ ビッ ド・ハモ ン ド

「落 ち着け!・.自 分自身にそう言い聞か

せ るのだが，気がついてみ ると，指

がいすの細 いひ じかけを小刻みにた々いて

いる。上体 をよじらせ て右の方を見る と，

ライ トブルーの壁には大管長会の写真が飾
さい

られていた。「落 ち着け，もう審は投げられ、

たのだ。」

や がて，聞 き覚 えのある声が廊下 を隔て

た書記室の方か ら聞 こえて きた。その声が

次第に大 きくなって， ドアから笑顔がの ぞ

いた。「.やあジェフ，元気かい。」

「ええ，元気です。」.そう快 活に 答えた

ものの，心の中から別の自分が顔を出す。

「一体お前はここで何 をしているんだ?」

ス ミス監督 は重 そ.うないすをデスクの後

ろか ら持 ち上 げて私の脇に置 き，深々 と腰

をおろした。大柄な人である。太っている。

笑 うと，体全体が笑 う。私ば，彼の体から

発散 され る温い光に包まれながら， こう切

り出した。「監督， どうも思ったようにうま

くいきません。先 月話 し合 ったことについ

ていろいろ と考えてはみたんですが，正直

言 って，伝道に出るのは無理ですね。」

「自分で考 えて無理だ と思 うわけだね。」

「ええ。今22で すから，帰 ると24歳 です。

年 を取 り過 ぎてますよ。」

「年 を取 り過 ぎているって
，何のために

?」

「監督
，御存 じでしょう。私は州立大学

の農芸科 を優秀な成績で卒業 しました。ゴ

トリーブ教授の上級植物病理学のゼ ミで四

苦八苦 していた時にまだ高校2年 だったよ

うな連中と詔緒に伝道生活を送るなんて ま

っぴらです よ。私は小麦の胚種について，、

どんなことで もわか るんです よ。」

監督はじっ と私の顔を見づめて.いたが，.

や がて， 身を乗 り出すように して，静かな

口調 でこう言った。「それが本 当の理由 な

のかね。」

私は返答に窮 した。てっきりこぼれるよ

うな笑顔で承諾して くれるものと思ってい

たか らである。「え，ええ，大体は……」私

「先日話し合つたことについていろいろと考えては

みたんですが，正直言って，伝道に出るのは無理で

すね。」
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はどもりながら 「つ，つ まり，基本的には

そうです」 とつけ加 えた。

「ジェフ，私たちはこれ まで何度かこの

ことについて真剣に話 し合ってきたね。こ

の基本的な理由のほかに何か理由 としてあ

げるものがあった ら，言って くれないか。」

監督が背 もたれに寄 りかか ると，いすがキ

ー ッと音をたてた
。

「ええ?も うおわか りでしょう
。私はこ

れまでの人生で，決 して最良の決定 ばか り

をしてきたとは言えません。7年 間不活発

で通 したことは何の益に もな りませんで し

たし……。そんな私が求道者に， 日曜学校

が大好 きです， とか，知 恵の言葉の大切 さ

を身をもって体験 して きました， とか どう

して言えるで しょうか。目標，主に対する

忠誠，証。 とてもじゃないけ ど，そんなこ

と話せ ませんよ。」

「改宗 した人ならだれでも証はあるし
，

目標や主に対す る忠誠 ということも体験 し

私の親は理解のある方で，これま

でどんなことでもよく話し合って

きた。私が神権会そして日曜学校，

そして教会そのものにまったく行

かなくなった時でも，彼らは何も

言わなかっただろう。でも私は彼

らの愛をひしひしと感じていた。

34

て きているはずだよ。 それにみんながみ.ん

な活発で通 してきているとは限らない。」

「でも彼 らは仲間に加わることを選びま

した。離れ るこ とではなくて。」

「君は戻 るこ とを選んだだろう
。」

私には返す言葉がなかった。聞こえて く

るのは廊下の ざわめきだけ。

少しして，監督が静かな口調 でこ う言っ

た。「君の気持 ちが まだよく理解 で きない

な。自分がふさわしいか どうかで悩ん.でい

るのかな。」

私はきっぱりと言 った。「監督，私は 人生

の再 スター トを切 りました。 もう何 も隠 し

だてす ることはありませ ん。私は主が私の

ことを愛 して下 さっていることを知 ってい

ます し，私 も主 を愛 しています。でも聖餐

会や総大会，そのほか どの ような場所で も

そ うなんですが;私 には，主が宣教師 とし

て最 も強い，最 も信頼のおける， とにか く

ベ ス トの人物だけを求めておられるように

思えるんです。」

「な.るほ ど。少 し謎が解けて きたかな。」

監督は少し間を置 くと，両手の太い指 をか

らませながら言った。「この ことにつ いてお

父さんにもう話 してあるのかい?」

「ほんの少 しだけです。ほ とんど話 して

いない と言った方がいいか もしれませ ん。

今晩 ここに来るということは話 しましたけ

ど。」

「ジェフ
，お父さんに話すべ き時が来た

んじゃないかな。私は君のお父 さんをよ ぐ

知 っている。いい方だよ。お父さん と話 し

たら.また会おう。いいね。」

こうして監督 との面接は， まったく予想

もしない方向へ展開 していった。 どうすれ



ば良いのだろうか。「わか りました。」私は

一応そう答える と席を立った
。監督は ドア

の所まで来て握手 をし，そして言った。「ま

た私に会いに来ることを忘 れないでね。」

教会を出た私 は，友達 と会お うと思った。

そうだ，大学の温室へ行 こう。大学は もう

卒業 していたが， まだゴ トリーブ教授のヒ

マワ リの研究の手伝いをしていたのだ。

温室に入ると心が安 ら ぐ。中にはだれも

いなかった。そんな時， いつ も心に浮かん

で くるのは今 までの 自分の 人生のことだ。

私の親は理解のある方で， これ までどんな

ことで もよく話 し合 ってきた。私が神権会

そして 日曜学校，そ して教会その ものにま

.った く行かな くなった時でも，彼 らは何 も

言わなかった。 もちろん心 中穏やかではな

かっただろう。でも私は，彼 らの愛をひ し

ひしと感 じていた。だか ら彼 らのそ うした

気持 ちを無視 したことは決 してなかった。

ただ，学校が忙 しくなって次第に教会か ら

足が遠のいたので.ある。だか ら，ふた りの

偉大なホームテ ィーチャーのおかげで教会

に戻 るようになった時 も，その ことについ

て とり立てて口にす ることもなかった。思

い出すのは， インスティテユー トの集まり

に一緒に行って くれ るように父に頼んだ時

のことである。父は しば らくポカンとして

いた。そしてこう言った。「お前，本 当に行

.くのか。」

家に帰 ると電気が消え ていて，車 もなか

った。 しか し，裏庭の電気がつ いているの

が 目に入った。車をお りて裏へ まわると父

がいた。 自慢 のヨットの手入れをしている。

子供の頃，北の方にあるロレイン湖によく

出かけた ものだ。 ヨットはあ まり大 きくな

いので，一度にひとりしか乗れない。何度

も何度 も転覆 して， ヨッ トの上よりも水の

中で過 ごした時間の方が長 いくらいだ。で

も今は，皆成長 してそれぞれに忙 しくなり，

ヨッ ト遊び もあ まりしな くなった。

しか し，子供が皆家を離れた今，父はま

たヨットに凝 り始めた。つい数週間前も，

ペ ンキ塗 りを手伝わ されたばか りだった。

「ようそろ!」

「何 だ，びっ くりする じゃないか。ちょ

うどいい，手伝 って くれないか。」

「オーケー
。 ちょうどこの辺 を通 りかか

って， ちょっ と寄った方が いいと感 じたん

だよ。お母 さんは?」

「ああ
，近所の家 に行ってるよ。 ス ミズ

監督 と会ったのか?」

「何か遠 まわ しな質問あ仕方をす るじゃ

ない?」

「悪かった。いや， ちょうどお前のこ と

を考 えていたもんだから。ほら， ここの と

「お前が決めなくちゃいけない。

お前と神様との問題だ。自分の将

来について，また伝道のことにつ

いて神様と語り合ったことはある

のかい(P」
「答えがあると思う(P」

「約束するよ。」
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ころ，やす りをかけてくれないか。」父はそ.

っ言って， 目の細い黄色の紙やす.りを差 し

出した。 、

「お父さん
， どんなこと話 したか知 りた

いの?」 私はやす.りを動か しながら尋ねた。

「年 を取 り過 ぎていると言ったのかい?」

「そう
。」

「それで監督 はまんまとわなには まった

かな?」

ふ り向 くと， 父はニヤ リとした。私は言

った。「いや，監督はちょっとや そっとでは.

わ なにはまらないよ。お父さん もそ うでし

ょう。」

「そうだな
。で，お前はどうす るつ もり

なんだ。」

私は船尾の方にまわって腰 をおろ した。

「わか らないな
。どうしたらいい と思 う?」

「大切 なのは
，お前が どう考えるかだ。

お前が決めな くちゃいけない。お前 と神様

との問題だ。自分の将来について， また伝

道のことについて神様 と語 り合 ったことは

あるのかい?」

父のその言葉は，胸に重 くのしかか って

きた。「いや，まだ。」小声でそう答えたつ

もりが，やけにあた りに響 く。 それほ ど静

寂だった。

「何力1そうで きない理由があるのかな
。」

「答えがないん じゃないか と思ってね
。

前に裏切 ってるから。」

父は黙 ってまたやす りをかけ始め た。見

上げると，宵の明星がきらきらと輝いてい

る。

「どうだ， きれいになった じゃないか。」

ふいに父はそ う言った。「ほん と， 見事だ

ね。」
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「どうだ， また湖に行 くか。」.

「ああ
，いつ でもいいよ。」

「また沈むか もしれんぞ
。」

「またそれ を言 う
。」私は笑った。「今度

は大丈夫だよ。」

「いや
，.前例が前例だからな。」

「でも見て よ
，・お父さん。」私は言った。

「こんな素晴 らしいヨット
，、ほかにもある?

これを操れなかった ら男 じゃないよ。」

それか ら，私は父の目をまっす ぐ見て言

った。「お父さん，僕に何か言いたいことが

あるんでしょう。」

「ジェフ
，失敗はだれにで もある。問題

はその人が初心 に返って もう一度や り直す

か どうか だ。」

「そうだね
。」

「どうだい
，主に尋ねてみたら?」.

「答えがあると思 う?」

「約束す るよ
。」

「あり.がとう，お父さん。」私は，「まだや

す りを握 っている父の手 を見つめなが ら，

そ う答えた。

「そ うだ
，お祈 りをす る前に断食をした

方がいいか もしれないな。お父 さんお母 さ

んも：喜んで一緒に断食す るよ。」

アパー トへの帰 りの車の窓か らは，満開

の リンゴの花が 月明か りにほの 白.く浮かび

上が るのが見える。そ して何 とも言えない

香 りがあた りに漂 っている。そ うだ，断食

をする前に片付けておかなければな らない

ことがあ る。.まず監督に電話 をす ることだ。

監督は，思 ったよ り早 いので驚 くか もしれ

ない。で も，今度は きれいさっ.ばり，何の.

口実 も考えな くてよさそうだ。



私 が一番勇気づけ られ・奮い立たされる

経験は， 自分のことを本当に理解 して

いる若老 と出会 うことです。 自分が どの よ

っな人間になるつ もりか を決心 し，みここ

ろにかな うような神の子 となるために勇気

をもって社会の圧力に打 ち勝 っている若者

に出会うことです。私はそのような若者に

会 うと， 自分の証だけでな く，将来に対す

る確信 と信頼 までも強め られ るのを覚えま

す。

ある時私は，ひ とりの若い水兵に会いま

した。彼はスコットラン ドに基地 を置 く原

子力潜水艦の乗組員で， しか もただひとり

の末 日聖徒 イエス ・キリスト教会の会員で

山の上 のあか り

管理監督

ビ ク タ ー ・L・ プ ラ ウ ン



した。その潜水艦は，何週間にもわたる長
`
い航海に出るのが習わ しで した。この若い

教会員は，彼に とって初めての巡航 で持 ち

場を割 り当てられた時，持ち場の壁いっぱ

いに肌をあらわにした女性の写真が貼って

あるのに出 くわ しました。前に他の乗組員

が貼 ったのでしょう。彼には不快な もので

した。彼はその写真 を全部は ぎ取る と，破

り捨ててしまい ました。他の乗組員の反応

が気にはな りましたが，それでも自分がこ

うすべきだ と思ったことは実行す る勇気が

彼にはあったのです。それか らは，1枚 も

そのような写真が貼 られ るこ とはあ りませ

んで した。実際の ところ，その最初の巡航

で，彼は乗組員が2，3人 出席する 日曜学

校のクラスを教えるようにな りました。そ

して大切な教訓 を学びました。それは，概

して，人は自分の正 しい と信ず るところに

従って行動す る人，つま り自分が正 しい と

思っていることを恐れず実行す る人に敬意

を払 うとい うことです。

またある時には，14歳 の超一流少年テニ

ス選手に会いました。この少年は，幾つか.

の州が参加 するある地域のテニ ス トーナメ

ン トにおいて，全試合に勝利を収めました。

そして，遠 くあ町で行 なわれる予定の非常

に大切な トーナメン トの準決勝戦まで勝 ち

進み ました。試合の行 なわれる町に着 くと，

彼は自分の試合が 日曜 日に予定 されている

ことを知 りました。彼は審判 員の ところへ

行 くと， 自分は 日曜 日にテニスは しない と

話 しました。当然のことながら，彼は， も

しこの トーナ メン トに参加 したければ， 日

曜 日でも試合 をす るはずだ と告げ られます。

彼は，試合に出なければ試合 を放棄するこ
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とになることを承知の上 で， もう一度， 日

曜 日に試合 をす る訳にはいかないことを話

しました。 ところが たまたま日曜 日は雨で，

試合は順延 となりました。彼は 月曜 日に試

合に臨み，見事勝利を手に しました。

それか ら彼は，全大西洋沿岸地区の選手

権大会に出場す るため，他の出場者たちと

共にバスで別の大 きな町に向かいました1

一 行は， 日曜 日に大会の行なわれる町に着

きました。到着するとす ぐ，コーチは選手

たちにコー トに出て練習 をするように命 じ

ました。 しかし，この少年はコー トに出て

行きませんで した。 そこでコーチは彼に，

なぜ練習 をしないのか とたずね ました。，彼

は，「僕は 日曜 日にテニスはしないのです」

と答 えました。する とコーチはその理由 を

聞きました。彼の答えはこうでした。「僕は

モルモンなんです。」

彼は何 よりも自分の クラスの選手権を取

りたかったのだ ろうと思 います。しか し彼

は，、安息 日を聖 く守 ることが，テニスで優

勝者にな.ることよワももっと大切だ と自分

で決めたのです。彼は自分 というものを知

り，教わった原則にしたがって生きる勇気

と信念を持 っていました。.そして，周囲か

ら何 と言われようと，自分な りの決断を下

したのでした。

このような例 もあ ります。あるロー.レル

クラスの会長は， 自分に課せ ら.れた責任 を

果たそうとひとりの姉妹 を活発にする決心

をしました。その姉妹は1指 導者か らさえ

ほとんど望みがないと思われていま.したご

監督は彼女 に，家庭の事情やその他の理由

か ら， その姉妹が教会に来る見込みはまず

ないだろうと話 しました。クラスの姉妹た



ちも，その姉妹が教会に もどって くるよう

に助け ることがクラス会長の 目標のひとつ

であることを知 ると，ばかにして笑いました。

それにもめげず， この クラス会長は，そ

の姉妹 と友達 になる決心 をしました。そ し

て，近 くに住む姉妹に助 けを求め ました。

ふたりはまず，その姉妹 を見かけ ると必ず

声 をかけ，少しの時間で.も話す ことか ら始

め ました。それか らその姉妹 を訪 問するた

めの口実 をさが しました。そんな時，彼女

が高校の レス リングチームの応援 団の一員

に選ばれたのです。 クラス会長は， さっそr

くお祝 いのカー ドを添えた花 をその姉妹 に

届けました。 この ような働 きかけが3～4

カ 月続 きました。そ して，やっとある日曜

日，その姉妹が招 きに応 じて 日曜学校に顔

を見せて くれたのです。翌週 も彼女は 日曜

学校 に出席しました。.さらに，その週は ミ

ュー チュアルにも集いました。これは，ひ

とりのローレルの姉.妹が，そ.の勇気 と信仰

によって同年齢の姉妹に教会にもどる第一

歩を踏み出させた例です。

次は，知恵 と勇気 と.信仰が，ひ とり.の若

い姉妹の生活に表わされている例です。と

の女性は仕事で大変成功 し.ていました。 し

か し，一般に結婚適齢期 と言われている年

よ りは少し年 を取っていました。彼女はも

っ と若い時に， もし結婚す るなら絶対.に神'.

殿で しようと決心 していたか らです。彼女.

が住んでいた地域には，独身の男性教会貝

はほ とん どいませんで した。.私は，彼女が

もう結婚 をあきらめた もの と思っていまし

た。 ところがある 日，彼女はひとりの若い

男性 と出会いました。その男性は教会員で

はあ りませんで したが，彼女は彼 と交際 し

ました。そして，ふた りは互いに愛 し合 う

ようにな りました。彼から結婚の申込みが

あった時，彼女は， 自分も彼 と結婚 したい

こ と，それ もどうして も神殿結婚 をしたい

ことを話 しました。彼は宣教師か らレッス

ンを受け るこ とに同意 し，やがて改宗 して

バプテスマ を受け ました。ふたりは，神殿

で結婚す るのにふさわ しい生活をしながら

1年 間待 ちま した。結婚式の日，私は彼女

の姿を見て， こんなに も美 しく幸せ な花嫁

さんはいない と思いました。彼女はずっと

以前か ら，.どうしても永遠の祝福にあずか

るのだと決心 していました。そ してこの 日，

どうにもならない障害があったに もかかわ

らず， この最 も大切 な永遠の 目的 を達成 し

た とい う言い知れぬ気持 ちを実感 として味

わったのです。
ご

今 日の社会は， どこへ行 っても矛盾で混

乱 してい ます。そのような中で，人生に目

的 と方向を持 っている人は老若 を問わず，

本当に幸せな人です。以上の例は，本当の

自分 を知 った時に若者に何ができるか とい

うわずかの例 にす ぎませ んが，彼らは実際

に周囲の人々みんなにとって山の上のあか

りになっています。すべ ての若い末日聖徒

が，勉強 と祈 りによって救い主 と自分との

真の関係につ いて， また福音について証を

得ることが，私の望みであり心からの願い

です。そうなれば，教会の若 人は，社会に

対 して今以上に 多大 な善 い影響を及ぼす存

在 となるで しょう。 またそれと共に，天父

か らのみ得 られ る，「人知 ではとうてい測 り

知 ることのできない」(ピ リピ4：7).心 の.

平安 を得 ることができるで しょう。
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誌、るさとの野山が明る くさわやかな春の

息吹に包まれた頃，，マイケル・C・トル

マンはアイダホ州サモンの小さな安 らぎの

墓地で永い眠 りについた。墓石には 「1957

年5月25日 生 ，1979年5月1日 没」 と刻 ま

れていた。マ イク ・トルマンは，アイダホ

州中部にある牧場の6人 兄弟の3番 目とし

て生まれた。馬に乗ることやハイキング，

キャンプが好 きな青年だった。

マイクは宣教師にな り，す ぐれた働 きを

した。家族に寄せ られた手紙の中で，彼 と

共に働 いた宣教師仲間のひ とりは，マイク

には 「日の光栄の宣教師」 とい う名がぴっ

たりである と述べ，神 の僕 として最高の敬

意 を表 わしていた。これはマイ クに実 にふ

さわ しい名前である。

トルマン長老は、1976年6月 に，合衆国の

バージニア ・ロア ノー ク伝道部で宣教師 と

日の光栄の宣教師
ジ ョ ン ・ジ ヤ ー ビ ス
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して働 くことになった。ジ ョセブ ・マ クフ

ィー伝道部長夫妻は， トルマ ン長老が伝道

部入 りした最：初の 日か ら，彼が主 と特別な

つなが りを持 った人物であることを感 じ取

ったのだった。ふ たりは， トルマン長老が

「私たちや 同僚の宣教師すべ てを鼓舞す る

ような愛 と謙遜 さ，敬慶 さ」 を放 っていた

と語っている。

マ クフ ィー伝道部長の後任のフランク ・

モスコン伝道部長は， トルマ ン長老 を安心.

して任せ られ る宣教師 と見ていた。彼はマ

イク ・トルマ ンが，義 しいことを進んで行

なう人物であることを知っていたのである。

1977年8月 に，モスコン伝道部長は トルマ

ン長老 をゾー ンリーダーに召し， それか ら

数 カ月後に伝道部長補佐 として召 した。彼

の働 きはそれほど素晴 らしいものだった。ー

ところが，補佐 としての責任に移 らないう

ちに，マイケル ・トルマ ン長老の内部 を厳
.しい試練が襲

ったのである。

1978年1月30日 に モスコン部長は， トル

マ ン長老が働いている地域か ら，緊急事態

を告げ る電話 を受け取 った。 トルマン長老

が胸と胃の激痛 で倒れ たというのである。.

片方の肺全体に水がたまったとい うことだ

った。抜 き取った水は2リ ットルにも達 した。

ト.ルマ ン長老は精密検査のためにロアノー

クに送 られた。伝道部長は，彼が2カ 月以

上 も前か ら体に痛みを訴 えていたことを知

った。そ して， これまで3回 ほ ど医師に見

せたが，その都度診断の結果が違 っていた。

それっきり，彼は診察に行かなか った。そ

の医師 というのが，宣教師を無料で見て く

れる人であったので， トルマ ン長老は医師

に負担 をかけているのではないか と思 った

か らである。「この病気が治るか，行きつく

とこ ろまで行 くか， どちらかになるような

気がす る」 と，後に彼は両親に話 している。

ロアノー クでの検査 の結果はシ ョッキン

グなものであった。癌 だったのである。知

らせを聞いて， トルマ ン長老の両親 と，サ

モ ン ・アイダホステー キ部サモン第ニワー

ド部のジェームズ ・レ ックス ・トルマ ン兄

弟姉妹が駆けつけてきた。手術が行なわれ，

癌に冒された部分が肺か ら大 きくえ ぐり取

られた。ほかに2カ 所が取 り徐かれた。手

術後の経過 はよか った。伝道に燃える熱意

が手術の回復 を早めたのであろう。ワー ド

部の人たちか らは トルマン家族に絶えず励

ましが送 られて きたし，バー ジニアをは じ

め，合衆国各地か らカー ドや手紙が寄せ ら

れた。 しか しトルマン長老が気がか りだっ

たのはただひとっ，「家 に帰らなければなら

ないのだろ うか」 とい うこ とであった。

医師か ら，放射線治療のために ソル トレ

ー ク ・シティーに移ったらどうか と言われ

た時，トルマン長老は首を振った。「私をバ

ー ジニアのこの地において下 さい
。治療 を

受けながらも伝道 を続けたいのです。」そこ

でモスコン部長は，彼が伝道活動に戻れる

見込みがあるか どうか 内密に尋ねてみた。

しか し医師団の態度は固かった。望みは全

くなか ったのである。それほ どに， トルマ

ン長老の病気は命 を脅か していたのである。

トルマン長老が家族に連れ られてロアノ

ー ク伝道本部 を去 る時
，父親の トルマン兄

弟はモ スコン部長にこう言い残した。

「もしマイクが戻 らない時には
，彼 の自

転車 をどなたか必要な長老に差 し上げて下

さい。」その父親の言葉 を息子は静かに，し

かしはっきりとした口調で訂正 した。「お父

さん，なぜそんな言い方をす るのですか。

私は戻 ってきて，その自転車で何 をするの

か考えようと思っているのですか ら。」
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こっして トルマン長老は，バージニア ・

ロアノー.ク伝道部を後にした。 しか し， ソ

ル トレーク ・シティーに向かう飛行機に乗

った トルマン長老のスーツケースの中には，

伝道部 のすべての宣教師の名前 と住所，そ

れに伝道本部用の便せんの束が入っていた。

こっして トルマ ン長老は，モスコン部長の

補佐 として，病院のベ ッドか ら定期的に，

それか ら3カ 月間手紙 を送 った。この間彼

は伝道部の柱 とも言える存在であった。宣

教師たちは彼に励 まされ，チャ.レンジに立

ち向かお うとし，う気持 ちを起こ していた。

モスコン部長は，宣教師大会で宣教師たち

が， トルマ ン長老から手紙 をもらったこと

が伝道の大 きな力 となったと証するの を聞

くたびに，胸の熱 くな るの を覚 えるのだっ

た。多くの 人が， トルマン長老 を模範 とし

ていた。ある長老は こう言っている。「足を

けがした り，何か落胆することがあった り

して も，伝道の業が低滞することはあ りま

せん。それは，『トルマン長老にできるので

あれば私に もできるはずノ』 と思 うように

しているからです。」 トルマン長老のおかげ

で伝道部はひとつとな り， 大きな発展を遂

げた。バプテスマの数 は1カ 月128人 に も

なった。 しかし， これらはすべ て，「日の光

栄の宣教師」がバージニア ・ロアノ.一ク伝

道部の人々に対 して捧 げた最後の大いなる

働 きの，ほんの始 まりにす ぎなか ったので

ある。

トルマ ン長老が悔いを残 しながらバー ジ

ニアの任地 を引 き上げ，家に帰ってか ら3

カ月後の1978年4月27日 ， 外出か ら戻 った

モスコン部長は，伝言板に目をとめ た。「ト

ルマ ン長老2時 間後に空港に到着予定。出

迎えお願いします。」 トルマン長老 は約束通

り戻ってきたのである。間もな くして，ソ
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ル トレー ク ・シティー の教会伝道委貝会か

ら，詳 しい説明の電話が入つた。 トルマ ン

長老は癌の治療 を4週 間休 んで様子 を見る

ことになっていた。その彼が直接伝道委員

会に行 って，宣教師 として任地 に戻れ るよ

う嘆願 したのだという。「伝道部長，私共に

は彼の 申し出でを拒むことができませんで

した」それが委 員会の説明だった。

トルマン長老 はロアノー クに到着す るや，

満面に笑み を浮かべてモスコン部長にあい

さつ した。

「私はどこにまいりましょう?伝 道部長
。」

これが，彼の何 よりも知 りたいことだった。

「全部に行って くれ
。」部長の答えが返って

きた。こうして トルマ ン長老は伝道部内を

巡 り，宣教師たちと伝道活動 に励む一方，
`
宣教師大会， ステー キ部やワー ド部の集会，

ファイアサイ ドでの話 をしてまわったので

ある。トルマン長老の後任として伝道部長補

佐になったユ タ州バウンテフル出身のジ ョ

セブ ・.ドレイパー長老は， トルマン長老 と

共に旅 をし，彼の語 る力強い証に深 く心 を .

動 かされたという。「彼は私だけでな く，彼

の話 と証に耳 を傾け るすべ ての人にとって，
かたまり

霊感の塊のような人で した。彼は試練を通

して実 に驚 くほ どの強さを体得 していまし

た。」また，カ リフォルニアのビエ ホ伝道部

か ら来たヴァル ・チャデ ィック ・バ グレー

長老は，この時期に トルマン長老 と共 に働

いたひとりであるが， 日記にこう書いてい

る。

「私たちはチラシ配 りを した
。 もちろん

彼 も。彼はこれが とても好 きだ。…… それ

に，機会 というものを大切に している。彼

と一緒にチ ラシ配 りをするのは楽 しい。彼

に腹を立てる人はだれ もいないだろ う。」

カリフォルニアのエルセ ン トロのゴー ド



ン ・ジ ョンソン長老は，バプテスマにつ い

て話 している。「私 た ちは トルァン長老が

来 る前か ら5カ 月にわたってパー トメンバ

ーの家族 を教えていました。家族の中で教

会買の人たちが教会に行っている間に，長

老は残 りの家族に福音 を教えてくれたので

す。」また，別の若い4人 家族の人たちも彼

のおかげでバ プテスマ を受けた。ジ ョンソ

ン長老は，マイク ・トルマ ンについてこう

述べている。「自分の持てるものはすべて捧
.げ
るというほ ど深.く主 と人々 を愛 した人で

す。入に仕えるためには，何でも喜んで犠

牲にしました。」

トルマン長老が訪問 し，共に伝道活動 を

したために，モスコン部長の もとには，長

老の模範に感謝す るという手紙がひっきり

なしに届いた。バージニアの ノーフォー ク

のある婦人は， トルマ ン長老の う.わさ.を耳

にし，そのような若者が命を投げ出 してま

でも神について人々に教えようとしている

とすれば， それは聴 くに値す るものだ と思

った という。やがて この婦人はバプテスマ

を受けるこ とになった。

この最後のふんば りの数週間は， トルマ

ン長老にとって決 して楽な ものではなかっ

た。先の治療に よる痛 みと， まだ残ってい

る癌か らくる痛みに始終苦 しめ られていた

のである』伝道部内を車で一緒に訪問 して

いたモスコン部長は， トルマン長老が激し

い痛み を人に知れない よう必死 にこらえて

いるのに気づ いた。モスコン部長は，す ぐ.

に運転席の長老に合図 し，昼食に しようと

言って トルマン長老をしば らく休 ませた。

後にバ グレー長老は語っている。「そんなに

ひどかったなんて信 じられません。私たち

と一緒にいる時で も，彼は苦 しそうな顔ひ

どつ しませんでした。」マ イク・トルマ ンの

ただひ とつの願いは，2年 という伝道期間

を，主のために最後まで立派に働 き通す と

い うことであった。痛みのためにその働 き

をやめようとは思わなかった し，実際そ う

しなかった。

あと4週 間 とい う定められた伝道期間 も

終わ りに近づ くと， トルマ ン長老は何や ら

理由 をつけて2週 間延期 した。その2週 間

もまた終わろ うとする頃， トルマン長老は

落ち着 き， しかも希望にあふれた心持ちで

モスコン部長の ところへ 行った。「伝道部

長，私の伝道期間 を延ば していただけ ませ

んか。」彼はそう頼んだ。「私は3カ 月も入

院 して しまい ました。私は2年 間働 くこと

を主 と約束したのに，実際は1年9カ 月し

か働 いていません。 もう3カ 月伝道 したい

のですが。」モスコン部長は彼 とじっくり話

をし，やっ とのことで，彼の働きは主に受

け入れられるに十分な ものであったことを

納得させたのだった。

1978年6月12日 ， この日はモスコン部長

夫妻にとって， またバー ジニア ・ロアノー

ク伝道部のすべての人にとってつ らい 日で

あった。 トルマン長老が七十 人第一定員会

のロバー ト・D・ ヘ イルズ長老に伴われて

帰途に就 いたのである。 トルマ ン長老は，

命に代えても続けたい と願った2年 間の伝

道活動に，ついに別れ を告げた。

それから1年 もたたないうちに，マイク・

トルマ ンの残された生涯はその幕 を閉 じた。.

ア イダホのサモンにある墓石の裏には， 彼

の生前 をしのばせ る短い言葉が刻 まれてい

る。 たとえ墓石に彼のす.べて を刻むことが

で きな くても，彼 を知 る人々の心の中に，

生活の中に，彼は生き続けることだろう。

彼 らに とって，マ イケル ・C・ トルマ ン長

老はまさに 「日の光栄の宣教師」であった。
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口嶋カル･ニ ュ』 ス

一 大管長 会メ ッセー ジか ら一

新たに9つ の神殿が

198耳年4月1日,大 管長会は特別なメッセージを発表 した。 これによ

ると･新 たに9つ の神殿が建設される予定 である。場所は,イ リノイ州

シカゴ,テ キサ ス州ダラス,グ ァテマ ラの グァテマ ラ･シ ティー,ペ ル

｢の リマ,西 ドイツの フランクフル ト,ス ウェーデ ンのス トックホルム,

韓 国の ソウル,フ ィリピンのマニラ,南 アフ リカの ヨハネスバーグと,

5大 陸にわたっている。

発表によれば,こ れらの神殿の敷地 のい くつかはすでに見つかってお

り,計 画が整?て 許可が下 り次第着工の予定である。

なお,こ れ らの新 しい神殿が完成すれば,世 界中の神殿の数は全部で

37に なる。 この うち21の 神殿は,キ ンボール大管長の管理下にあるこの

7年 間に建設を確定 された ものである。

/Q/Q/Q/Q/Q過 過 過 イQ総/Q

ト｢ピックス
/@/◎/《 ⊇/Q/Q/Q/Q/鱒/(聾/Q

●テンプルスクウェアの隣に,新 し

く系図図書館 と教会博物館が建設

され る。系図図書館は教会本部に

ある現在の図書館に代わるもので

あ り,博 物館は教会150年 の 歴史

と歩みを物語 るもの となる。

●1966年 頃 か らモルモン経の表紙の

裏に自分.の家族 の写真,ま たは証

を書いて人々に贈るとい うプログ

ラムが推 し進め られて きたが,こ

の14年 間 にその部数が100万 冊 を

上回った。
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50年 間,ホ ー ム テ ィ ー チ ャ ー の 同 僚 と し て

チ ャーチニ ューズ記者

ハ ル･ナ イ ト

春夏秋 冬,1度 も休まずにホームテ ィー

チングを続けた兄弟たちがいる。アーネス

ト･L･ス ナ イダー兄弟(72歳)と エ ドウ

ィン･S･ブ ラウン兄弟(71歳)。 このふた

りは,何 と50年 間 同僚 を組んでいる。

幼ななじみのふたりは高校 も一緒で,1930

年 に初め てホームティーチ ングの同僚 とな

った。当時はワ｢ド 部の範囲が広かったた

め,車 を持っている彼 らにいつ も遠距離の

割 り当てが回ってきた という。半世紀の間

に担当家族 も移 り変わったが,い まだに20

年間変わらずに訪問 している家族 もある。

｢奇 跡 というのはあ りませんでしたが
,た

くさんの入たちが教会に戻って くるの を目

に しましたよ｣と ふた りは語 る。

現在ふた りは,主 に老夫婦や未亡 人を受

け持 っている。しかし時折ほかの人たちで

は手に負えない家族がいると,彼 らが面倒

をみるこ とになる。ふた りのホームテ ィー

チングは,ま さに空港への出迎 えか ら未亡

人宅の侵 入者捜 しにまで及ぶ。｢私 たちはど

こへ行っても歓迎され ます｣と スナイダー

兄弟は述べている。

訪問は長ければよいというものではない。

ふたりのモットーは,｢簡 潔は歓迎につなが

る｣だ そ うである。

ブ ラウ ン兄弟(左)と スナイ ダー兄弟

50年 の間にふ たりとも監督に召 されたが,

監督の権能によって互いをホームティーチ

ングの同僚に選んだ とい う話 も残っている。

退職.した現在 もふ たりの間柄は変わらな

いが,ひ とつだけ意 見の違 うことがある。

それは,｢い まだにどちらが先輩 でどちらが

後輩か決めかね る｣こ とだそ うである。
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｢流 氷 まつり｣に キリス ト像

一釧路地方部網走支部一

去る2月7日 より11日 まで5日 間にわた

って催 された網走市恒例の｢流 氷 まつ り｣

に網走支部 よりイエス･キ リス トの氷像が

出品された。大勢の兄弟たちの手によ り,

2週 間かけてつ くられた傑作だ。彼 らは連

日,冷 え込みのきびしい夜6時 か ら9時 ま

での3時 間,そ の製作に一生けん命取 り組

んだ。

氷像作業を終えて くると体はす っか り冷

え切っているが,い つ

も扶助協 会の姉妹たち

による手づ くりの温か

い食事が待 ち受けてい

た。これは何 よりもう

れしい回復剤だった。

こ うして支部の人たち

の協力に よって立派な

氷像が出来上が り,主

催者側 より,参 加賞 として実行委員長賞(賞

状 と トロフィー)を いただ くことができた。

網 走支部 では,来 年の｢流 氷 まつ り｣に

もぜ ひ参加 じたい と張 り切 っている。そし.

て今か らまた何を出品 しようか と,楽 しい

意見が飛び交 って い

るとか。北国ならで

はの話題であ る。

▲製作途 中のキ リス ト像

く賞状 と トロフィーを手に

･
●

■

好記録続出のマラソン大会
一福 岡 ステ ーキ部 一

第2回 全日本モルモンマ ラソン大会が1

3月20日,21日 の両 日,福 岡ステーキ部主

催で,昨 年同様に福岡市志賀島において,

開 催された。

管理者は吉沢敏郎 ステーキ部長,来 賓 と

して,中 村武史 日本伝道80周 年祭委員長,

ソル トレ㌣ ク･シ ティーからハ トリック･

マ ビン国際広報部長,そ して ロイ･.1･津

谷福岡伝道部長御夫妻 を迎 えた。

大会は東京ステーキ部の鈴木茂次兄弟の

力強い宣誓で開始された。当日.は
､あいに く

の小雨模様であったが,新 記録続出 という
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